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はじめに

久慈市では、平成28年度を初年度とする10年間の「第２次久慈市総合計画」を策定
し、まちづくりの基本理念である『子どもたちに誇れる 笑顔日本一のまち 久慈』
の実現を目指し、各施策・事業の取組を進めています。

そこで、市で行っている仕事（「総合計画」の主要な施策など）について、市民の
皆さんがどのくらい満足し、どのくらい重要と感じているかを把握するため、市民満
足度アンケートを実施しました。

市が実施している事業では、事業効果を目に見える数値として測定することが難し
い分野が多くあることから、調査結果を参考として、重点的に取り組まなければなら
ないこと、優先的に取り組まなければならないこと等を把握し、市で行っている各施
策・事業を検証していきたいと考えております。

また、この調査を毎年継続し、行政指標の一つとして活用するとともに、今後の市
の資源配分や施策の見直し、展開に役立て、ニーズに対応した市政運営を目指しま
す。

このアンケートに御協力をいただいた皆さんに心から感謝を申し上げます。

【調査の概要】
１ 調査対象

令和７年７月１日現在の住民基本台帳をもとに、20歳以上の市民の中から
各行政区の人口比に基づき、無作為抽出した合計2,000人

２ 調査項目
（１）久慈市のまちづくりの取組み（35施策）の満足度、重要度
（２）男女共同参画に関するアンケート
（３）公共交通に関するアンケート
（４）スポーツの実施状況に関するアンケート
（５）参議院議員通常選挙に関するアンケート
（６）地域福祉に関するアンケート

３ 回答方法
回答用紙もしくはオンライン

４ 調査期間
令和７年７月22日に配布し、８月22日を回答期限として回収

５ 有効回答数
478人（23.9％）の回答
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第２次久慈市総合計画は、重要性・緊急性・市民ニーズなどを勘案し、計画期間
内に優先的に取り組むこととした「重点戦略」と、総合的に取り組むことを基本と
した３つの「基礎戦略」で構成されています。

今回は、総合計画の35の主要な施策について満足度と重要度を調査しました。
※基礎戦略１-⑶「地域づくり活動の推進」は、重点戦略「日本一の地域づくり」と重複のため省略

＜基本方針＞ ＜主要施策＞

【重点戦略】
いつまでも住み続けた
いと思うまちづくり

【基礎戦略１】
共に支え、元気と安ら
ぎあふれるまちづくり

【基礎戦略２】
総合力豊かな人材を
育てるまちづくり

【基礎戦略３】
資源を生かす魅力と
やりがいのある産業の
まちづくり

(１)くじの魅力発信プロジェクト
(２)日本一の地域づくりプロジェクト
(３)安心・安全のまちプロジェクト
(４)みんなに愛されるﾏｲﾊﾞｽ・ﾏｲﾚｰﾙプロジェクト
(５)安心できる医療福祉のまちプロジェクト
(６)出愛いと地元愛の育みプロジェクト
(７)魅力ある仕事起しプロジェクト

(１)情報公開の推進
(２)市民との協働の推進
(３)地域づくり活動の推進
(４)交流・連携と移住・定住の促進
(５)社会福祉の充実
(６)高齢者福祉の充実
(７)障がい者福祉の充実
(８)地域医療の充実
(９)保健活動の充実
(10)自然景観の保全・創造と活用
(11)環境対策の推進
(12)市民生活の充実
(13)エネルギー対策の推進
(14)防災体制の充実
(15)道路整備の促進
(16)港湾整備の促進
(17)街並み環境整備の促進
(18)生活環境基盤整備の促進
(19)情報通信環境の充実

(１)子育て支援の充実
(２)学校教育の充実
(３)生涯学習の充実
(４)生涯スポーツの振興
(５)男女共同参画社会の推進

(１)農業の振興
(２)林業の振興
(３)水産業の振興
(４)商工業等の振興
(５)観光の振興
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35 観光の振興 観光振興

33 水産業の振興 水産業振興
34 商工業等の振興 商工業等振興

31 農業の振興 農業振興
32 林業の振興 林業振興

29 生涯スポーツの振興 生涯スポーツ
30 男女共同参画社会の推進 男女共同参画

27 学校教育の充実 学校教育
28 生涯学習の充実 生涯学習

25 情報通信環境の充実 情報通信環境
26 子育て支援の充実 子育て支援

23 街並み環境整備の促進 街並み環境整備
24 生活環境基盤整備の促進 生活環境整備

21 道路整備の促進 道路整備
22 港湾整備の促進 港湾整備

19 エネルギー対策の推進 エネルギー対策
20 防災体制の充実 防災体制

17 環境対策の推進 環境対策
18 市民生活の充実 市民生活

15 保健活動の充実 保健活動
16 自然景観の保全・創造と活用 自然景観

13 障がい者福祉の充実 障がい者福祉
14 地域医療の充実 地域医療

安心できる医療福祉のまちプロジェクト 安心できる医療福祉
6 出愛いと地元愛の育みプロジェクト 出愛いと地元愛の育み

11 社会福祉の充実 社会福祉
12 高齢者福祉の充実 高齢者福祉

9 市民との協働の推進 市民との協働
10 交流・連携と移住・定住の促進 交流と移住・定住

日本一の地域づくり
3 安心・安全のまちプロジェクト 安心・安全のまち
4 みんなに愛されるﾏｲﾊﾞｽ･ﾏｲﾚｰﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ マイバス・マイレール

№ 項目 略

総
　
　
合
　
　
計
　
　
画

1 くじの魅力発信プロジェクト くじの魅力発信
2 日本一の地域づくりプロジェクト

7 魅力ある仕事起しプロジェクト 魅力ある仕事起し
8 情報公開の推進 情報公開

5

このアンケート結果では、次の表のとおり、項目名を簡略化しています。
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地区 回答数 回答割合
久慈 195 40.8%
小久慈 68 14.2%
⾧内 67 14.0%
大川目 32 6.7%
夏井 28 5.9%
侍浜 24 5.0%
宇部 26 5.4%
山根 4 0.8%
山形 32 6.7%

無回答 2 0.4%

合計 478 100.0%

性別 回答数 回答割合
男 206 43.1%
女 252 52.7%

その他 1 0.2%

回答しない 10 2.1%

無回答 9 1.9%

合計 478 100.0%

年齢 回答数 回答割合
20代 36 7.5%
30代 45 9.4%
40代 80 16.7%
50代 88 18.4%
60代 120 25.1%
70代 107 22.4%

無回答 2 0.4%

合計 478 100.0%

40.8%

14.2%

14.0%

6.7%

5.9%

5.0%

5.4%

0.8%

6.7%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

久慈

小久慈

⾧内

大川目

夏井

侍浜

宇部

山根

山形

無回答

男

43.1%女

52.7%

その他 0.2%
回答しない 2.1% 無回答

1.9%

20代

7.5% 30代

9.4%

40代

16.7%

50代

18.4%

60代

25.1%

70代

22.4%

無回答

0.4%

１ 回答者属性について
アンケートを回答した方の居住地区（問1）、性別（問2）、年代（問3）、職業

（問4）、久慈市の居住年数（問5）、家族構成（問６）について質問したもので
す。

問１ 居住地区

問２ 性別

問３ 年齢
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自営等 勤務等 回答数 割合
11 2 13 2.7%
5 3 8 1.7%
3 1 4 0.8%
6 29 35 7.3%
3 29 32 6.7%

卸・小売業、飲食業 9 14 23 4.8%
(公務員含む) 19 141 160 33.5%

4 - 4 0.8%
23 53 76 15.9%

108 - 108 22.6%
13 - 13 2.7%
2 - 2 0.4%

206 272 478 100.0%

年数 回答数 割合

1年以上
5年未満
5年以上
10年未満
10年以上
20年未満

合計 478 100.0%

20年以上 381 79.7%

無回答 2 0.4%

12 2.5%

40 8.4%

34 7.1%

その他サービス業
学生
主婦・主夫
無職
その他（自由記載）
無回答

合計

1年未満 9 1.9%

職業

製造業

農業
林業
漁業
建設業

11

5

3

6

3

9

19

4

23

108

13

2

2

3

1

29

29

14

141

53

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

農業

林業

漁業

建設業

製造業

卸・小売業、飲食業

その他サービス業

学生

主婦・主夫

無職

その他（自由記載）

無回答

（人）

自営等

勤務等

1.9%

7.1%

2.5%

8.4%

79.7%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年未満

1年以上

5年以上

10年以上

20年以上

無回答

問４ 職業

問５ 居住年数（久慈市に住んで何年か）
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構成 回答数 割合
71 14.9%

166 34.7%
195 40.8%
34 7.1%
3 0.6%

その他 7 1.5%
2 0.4%

合計 478 100.0%

四世代同居

無回答

一人（単身）
一世代(夫婦のみ)
二世代同居
三世代同居

問６ 家族構成

14.9%

34.7%

40.8%

7.1%

0.6%

1.5%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

一人（単身）

一世代(夫婦のみ)

二世代同居

三世代同居

四世代同居

その他

無回答
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２ 久慈市の取組みに対する満足度、重要度について

久慈市の様々な取組（総合計画の35施策)について、皆さんがどのくらい満足
しているのか、またどのくらい重要と考えているのか聞きました。

満足度は「満足、やや満足、どちらともいえない、やや不満、不満」、
重要度は「重要、やや重要、どちらともいえない、あまり重要でない、
重要でない」の５段階で回答いただきました。

重要度と満足度については、設問の回答結果をポイント化（数値化）して、その
傾向を見ました。
【ポイント（加重平均値）の算出】

満足度と重要度の回答結果は、それぞれ次のように選択肢に加点(１～５点）し、それぞ
れの施策ごとのポイント（加重平均値）を算出しました。

○満足度 ○重要度

【ポイント算出方法】 ※ポイントが高いほど、満足度や重要度が高い

【用語解説】
満足度

重要度

加重平均値

 市の取組みにどれだけ満足しているか。

 市の取組みをどれだけ重要と考えているか。

 回答に「重みづけ」して数値化し、平均を求めた値

加点
 重要 ＋５点
 やや重要 ＋４点

選択肢
５

 重要でない ＋１点
２
１

 あまり重要でない ＋２点
＋１点

選択肢
 満足
 やや満足

加点
＋５点
＋４点

５
４

１  不満

 どちらともいえない
 やや不満

３
２

＋３点
＋２点

４
３  どちらともいえない ＋３点

（「やや不満・あまり重要ではない」回答者数×２点）＋

（「どちらともいえない」回答者数×３点）＋

（「満足・重要」回答者数×５点）＋（「やや満足・重要」回答者数×４点）＋

（「不満・重要ではない」×回答者数×１点）
=ポイント(加重平均値)

全回答者数ー無回答者数
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前回 今回 前回 今回

1 3.007 3.116 3.032 3.071 3.138 3.060 3.007 10 14 4.096 4.113 4.103 4.114 4.117 4.075 4.033 15 16

2 2.855 2.967 2.863 2.894 2.811 2.825 2.813 25 26 3.784 3.809 3.704 3.740 3.660 3.658 3.632 32 31

3 3.127 3.338 3.211 3.171 3.197 3.103 3.147 6 5 4.609 4.620 4.498 4.557 4.512 4.422 4.355 4 5

4 2.747 2.889 2.815 2.845 2.812 2.791 2.640 27 34 4.205 4.140 3.996 4.024 3.983 3.997 3.989 19 19

5 2.510 2.751 2.723 2.666 2.546 2.749 2.673 29 33 4.600 4.611 4.621 4.615 4.577 4.565 4.538 2 2

6 2.676 2.828 2.818 2.823 2.819 2.639 2.695 33 32 3.785 4.003 3.860 3.928 3.911 3.940 3.902 21 24

7 2.659 2.743 2.713 2.753 2.702 2.582 2.756 34 29 4.287 4.332 4.282 4.265 4.214 4.280 4.032 6 17

8 3.253 3.307 3.208 3.118 3.076 3.081 3.121 8 6 3.989 3.991 3.838 3.816 3.770 3.870 3.807 25 27

9 2.995 3.063 3.095 3.049 2.967 2.894 2.898 21 20 3.694 3.774 3.691 3.676 3.551 3.699 3.596 30 33

10 2.950 2.955 2.979 2.911 2.876 2.816 2.843 26 25 3.586 3.783 3.743 3.766 3.762 3.716 3.672 29 30

11 2.922 3.087 3.040 3.016 2.929 2.882 2.891 22 21 4.251 4.240 4.199 4.160 4.119 4.037 4.026 18 18

12 3.066 3.223 3.176 3.180 3.078 3.000 2.981 14 16 4.140 4.187 4.149 4.129 4.019 4.227 4.197 8 6

13 2.950 3.121 3.132 3.120 3.019 2.960 3.039 18 11 4.150 4.138 4.161 4.100 4.078 4.067 4.079 17 15

14 2.325 2.584 2.567 2.560 2.416 2.298 2.201 35 35 4.690 4.640 4.635 4.643 4.570 4.695 4.683 1 1

15 3.004 3.192 3.175 3.190 3.090 3.115 3.167 4 2 4.333 4.343 4.316 4.257 4.235 4.068 4.146 16 12

16 3.100 3.178 3.182 3.164 3.155 3.061 3.077 9 9 3.717 3.821 3.703 3.656 3.693 3.614 3.598 33 32

17 2.947 3.147 3.155 3.203 3.126 3.135 3.149 3 4 4.307 4.254 4.154 4.142 4.029 4.168 4.121 11 14

18 3.055 3.152 3.108 3.154 3.107 3.094 3.095 7 8 4.034 3.871 3.788 3.793 3.793 3.860 3.881 27 26

19 2.799 2.986 2.954 3.009 2.954 2.835 2.904 24 19 3.951 3.897 3.878 3.895 3.825 3.914 3.888 24 25

20 2.862 2.969 2.977 2.912 2.959 3.192 3.250 1 1 4.571 4.408 4.488 4.475 4.436 4.452 4.384 3 3

21 2.893 3.103 2.808 2.864 2.869 2.683 2.747 32 30 4.363 4.284 4.353 4.360 4.267 4.406 4.366 5 4

22 3.048 3.158 3.077 3.120 3.046 2.993 2.995 16 15 3.712 3.739 3.699 3.692 3.602 3.697 3.752 31 28

23 2.735 2.836 2.858 2.827 2.783 2.697 2.706 31 31 3.886 3.837 3.840 3.829 3.832 3.916 3.964 23 22

24 2.886 3.049 3.082 3.038 2.995 3.035 3.063 11 10 4.162 4.162 4.197 4.069 4.087 4.207 4.183 10 9

25 2.844 2.950 3.048 2.986 2.924 2.870 2.845 23 24 3.945 3.975 3.974 4.022 3.917 3.943 3.973 20 21

26 2.900 3.057 2.990 3.031 2.931 2.995 2.938 15 17 4.298 4.338 4.317 4.305 4.260 4.208 4.185 9 8

27 2.835 3.017 2.985 2.991 2.944 3.020 2.916 13 18 4.389 4.356 4.307 4.312 4.243 4.243 4.156 7 10

28 3.068 3.194 3.150 3.159 3.123 3.150 3.154 2 3 3.888 3.936 3.840 3.872 3.846 3.751 3.724 28 29

29 2.964 3.121 3.106 3.119 3.101 3.113 3.104 5 7 3.765 3.764 3.673 3.648 3.631 3.580 3.546 34 34

30 2.951 3.017 2.962 3.017 2.980 2.992 3.010 17 13 3.360 3.547 3.425 3.398 3.461 3.270 3.314 35 35

31 2.712 2.892 2.843 2.919 2.803 2.783 2.781 28 27 4.121 4.148 4.067 4.065 4.068 4.077 4.188 13 7

32 2.878 2.972 2.986 3.000 2.954 2.945 2.884 19 22 3.836 3.946 3.893 3.879 3.866 3.861 3.976 26 20

33 2.842 3.007 2.940 2.966 2.956 2.935 2.848 20 23 4.109 4.120 4.067 4.069 4.036 4.076 4.154 14 11

34 2.504 2.702 2.680 2.639 2.633 2.736 2.761 30 28 4.331 4.260 4.189 4.245 4.186 4.126 4.142 12 13

35 3.154 3.122 2.938 2.928 2.893 3.025 3.034 12 12 4.139 4.090 4.056 4.012 3.983 3.921 3.947 22 23

2.886 3.023 2.982 2.983 2.935 2.917 2.918 4.088 4.099 4.049 4.044 4.004 4.017 4.005

重
点
戦
略
１

くじの魅力発信

日本一の地域づくり

安心・安全のまち

マイバス・マイレール

安心できる医療福祉

出愛いと地元愛の育み

魅力ある仕事起し

施策

満足度 重要度

R1 R2 R7R3 R4 R3 R4R5 R6 R5

基
礎
戦
略
１

情報公開

市民との協働

交流と移住・定住

社会福祉

高齢者福祉

障がい者福祉

地域医療

保健活動

自然景観

街並み環境整備

生活環境整備

情報通信環境

変動

環境対策

市民生活

エネルギー対策

防災体制

道路整備

港湾整備

順位 順位
R1 R2 R7 変動R6

〃
３

農業振興

林業振興

水産業振興

商工業等振興

観光振興

〃
２

子育て支援

学校教育

生涯学習

生涯スポーツ

男女共同参画

平均

問７－① 施策に対する満足度と重要度
久慈市の様々な取組み（総合計画の35施策）についての、満足度と重要度のポイント（加重平均値）の

一覧表とグラフです。

全項目の満足度の平均は、「２．９１８」（Ｒ６比+ 0.001）
全項目の重要度の平均は、「４．００５」（Ｒ６比－0.013）でした。
前回調査（Ｒ6）に比べて、満足度は横ばい、重要度はやや減少しました。
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4.033 
3.632 

4.355 
3.989 

4.538 
3.902 

4.032 

3.807 
3.596 
3.672 

4.026 
4.197 

4.079 
4.683 

4.146 
3.598 

4.121 
3.881 
3.888 

4.384 
4.366 

3.752 
3.964 

4.183 
3.973 

4.185 
4.156 

3.724 
3.546 

3.314 

4.188 
3.976 

4.154 
4.142 

3.947 

3.007 
2.813 

3.147 
2.640 
2.673 
2.695 

2.756 

3.121 
2.898 
2.843 
2.891 

2.981 
3.039 

2.201 
3.167 
3.077 

3.149 
3.095 

2.904 
3.250 

2.747 
2.995 

2.706 
3.063 

2.845 

2.938 
2.916 

3.154 
3.104 
3.010 

2.781 
2.884 
2.848 
2.761 

3.034 

012345

0 1 2 3 4 5

令和７年度 満足度（左）と重要度（右）の加重平均値（各施策別）
重要度

満足度

満足・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・不満

重要でない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・重要

重点戦略 いつまでも住み続けたいと思うまちづくり

子 育 て 支 援
学 校 教 育
生 涯 学 習
生 涯 ス ポ ー ツ
男 女 共 同 参 画

農 業 振 興
林 業 振 興
水 産 業 振 興
商 工 業 等 振 興
観 光 振 興

く じ の 魅 力 発 信
日 本 一 の 地 域 づ く り
安 心 ・ 安 全 の ま ち
ﾏ ｲ ﾊ ﾞ ｽ ・ ﾏ ｲ ﾚ ｰ ﾙ
安 心 で き る 医 療 福 祉
出 愛 い と 地 元 愛 の 育 み

魅 力 あ る 仕 事 起 し

基礎戦略１ 共に支え、元気と安らぎあふれるまちづくり

基礎戦略２ 総合力豊かな人材を育てるまちづくり

基礎戦略３ 資源を生かす魅力とやりがいのある産業のまちづくり

情 報 公 開
市 民 と の 協 働
交流と移住・定住社会福祉
社 会 福 祉
高 齢 者 福 祉

自 然 景 観
環 境 対 策
市 民 生 活
エ ネ ル ギ ー 対 策

障 が い 者 福 祉
地 域 医 療
保 健 活 動

防 災 体 制
道 路 整 備
港 湾 整 備
街 並 み 環 境 整 備
生 活 環 境 整 備
情 報 基 盤 整
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ニーズマップの見方

男女共同参画

自然景観
生涯スポーツ

市民との協働
生涯スポーツ

㉞

男女共同参画

安心できる医療福祉
防災体制
～

安心できる医療福祉
防災体制
～

重点改善分野
重要度が高く満足度が低い
⇒優先的解決が必要な分野

重点維持分野
重要度が高く満足度が高い
⇒重点的に維持する分野

改善分野
重要度は低いが満足度が低い

⇒改善が必要な分野

維持分野
重要度は低く、満足度が高い

⇒維持する分野

R6年度

満
足
度

① 防災体制
② 生涯学習
③ 環境対策
～ ～

㉝ 出愛いと地元愛の育み

㉟

重
要
度

①
②
③
～

㉝
㉞
㉟

地域医療
地域医療

R7年度
防災体制
保健活動
生涯学習
～

安心できる医療福祉
マイバス・マイレール

地域医療
地域医療

魅力ある仕事起し

くじの魅力発信

日本一の地域づくり

安心・安全のまち

マイバス・マイレール

安心できる医療福祉

出愛いと地元愛の育み

魅力ある仕事起し

情報公開

市民との協働

交流と移住・定住

社会福祉

高齢者福祉

障がい者福祉

地域医療

保健活動

自然景観

環境対策

市民生活
エネルギー対策

防災体制
道路整備

港湾整備

街並み環境整備

生活環境整備

情報通信環境

子育て支援

学校教育

生涯学習

生涯スポーツ

男女共同参画

農業振興

林業振興

水産業振興商工業等振興

観光振興

3.1
3.2
3.3
3.4
3.5
3.6
3.7
3.8
3.9
4.0
4.1
4.2
4.3
4.4
4.5
4.6
4.7
4.8
4.9

2.1 2.2 2.3 2.4 2.5 2.6 2.7 2.8 2.9 3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5

Ｒ7年度 市民ニーズマップ

重
要
度

高
い

低
い

満足度 高い低い
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年齢別満足度の状況
施策 20代 30代 40代 50代 60代 70代 平均(※）

1 3.167 3.156 2.808 2.762 3.100 3.170 3.007

2 2.861 2.822 2.577 2.671 2.873 3.043 2.813

3 3.556 3.267 3.000 2.905 3.164 3.266 3.147

4 2.944 2.711 2.462 2.422 2.718 2.761 2.640

5 3.028 2.889 2.474 2.329 2.818 2.755 2.673

6 2.694 2.711 2.667 2.512 2.709 2.859 2.695

7 3.057 2.667 2.649 2.494 2.848 2.929 2.756

8 3.400 3.067 3.117 2.916 3.095 3.282 3.121

9 3.029 2.956 2.935 2.699 2.914 2.953 2.898

10 3.114 2.911 2.883 2.542 2.854 2.940 2.843

11 3.314 2.956 2.870 2.614 2.829 3.048 2.891

12 3.400 3.200 2.909 2.699 2.952 3.082 2.981

13 3.257 3.200 3.000 2.880 2.962 3.165 3.039

14 3.029 2.044 1.987 1.857 2.276 2.400 2.201

15 3.143 3.356 3.312 3.048 3.038 3.224 3.167

16 3.429 3.200 3.130 2.940 2.990 3.059 3.077

17 3.371 3.400 3.104 3.084 3.048 3.165 3.149

18 3.457 3.044 3.117 2.855 3.000 3.318 3.095

19 3.286 2.889 2.818 2.783 2.864 3.000 2.904

20 3.600 3.400 3.078 3.179 3.276 3.224 3.250

21 2.914 3.044 2.714 2.631 2.664 2.788 2.747

22 3.375 2.976 2.987 2.841 2.941 3.086 2.995

23 3.188 2.571 2.587 2.549 2.752 2.793 2.706

24 3.531 3.171 2.933 2.880 3.020 3.183 3.063

25 3.031 3.000 2.547 2.695 2.921 3.025 2.845

26 3.063 2.762 2.693 2.951 3.000 3.110 2.938

27 3.344 2.810 2.627 2.866 2.902 3.134 2.916

28 3.344 3.381 3.080 3.073 3.088 3.195 3.154

29 3.281 3.143 3.093 3.098 3.010 3.148 3.104

30 3.219 3.143 3.013 2.939 2.931 3.025 3.010

31 3.188 2.881 2.747 2.622 2.743 2.805 2.781

32 3.219 3.000 2.880 2.840 2.832 2.802 2.884

33 3.500 2.857 2.707 2.765 2.745 2.927 2.848

34 3.219 2.833 2.613 2.716 2.686 2.840 2.761

35 3.563 3.214 2.920 2.889 2.931 3.136 3.034

3.229 2.990 2.829 2.758 2.900 3.018 2.918
※年齢と設問の無回答は集計から除外しているため、集計値（P8～10）と異なる場合があります。

マイバス・マイレール

安心できる医療福祉

出愛いと地元愛の育み

重
点
戦
略
１

くじの魅力発信

日本一の地域づくり

安心・安全のまち

年齢別の上位３項目
年齢別の下位３項目

社会福祉

高齢者福祉

障がい者福祉

魅力ある仕事起し

基
礎
戦
略
１

情報公開

市民との協働

交流と移住・定住

環境対策

市民生活

エネルギー対策

地域医療

保健活動

自然景観

生涯スポーツ

街並み環境整備

生活環境整備

情報通信環境

防災体制

道路整備

港湾整備

商工業等振興
観光振興

平均（※）

男女共同参画

〃
３

農業振興

林業振興

水産業振興

〃
２

子育て支援

学校教育

生涯学習

年齢別 満足度・重要度の状況
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年齢別重要度の状況
施策 20代 30代 40代 50代 60代 70代 平均(※)

1 4.000 3.911 4.103 4.024 4.082 3.989 4.033

2 3.861 3.467 3.654 3.566 3.636 3.667 3.632

3 4.528 4.400 4.385 4.333 4.273 4.351 4.355

4 3.917 3.756 4.000 4.119 4.000 3.989 3.989

5 4.250 4.333 4.577 4.635 4.555 4.600 4.538

6 4.333 4.000 3.897 3.774 3.855 3.871 3.902

7 4.314 4.133 4.221 4.096 3.895 3.800 4.032

8 4.086 3.756 3.701 3.747 3.876 3.788 3.807

9 3.829 3.333 3.636 3.446 3.705 3.624 3.596

10 3.829 3.489 3.636 3.675 3.692 3.718 3.672

11 4.086 3.911 4.052 3.940 4.067 4.071 4.026

12 4.086 3.867 4.052 4.289 4.371 4.235 4.197

13 3.886 3.978 4.065 4.060 4.143 4.153 4.079

14 4.629 4.822 4.675 4.655 4.762 4.565 4.683

15 4.429 4.089 4.247 4.036 4.105 4.129 4.146

16 3.943 3.533 3.727 3.506 3.538 3.541 3.598

17 4.286 4.022 4.065 4.084 4.105 4.212 4.121

18 4.000 3.756 3.883 3.952 3.808 3.918 3.881

19 4.029 3.578 3.753 3.964 4.029 3.882 3.888

20 4.400 4.422 4.468 4.369 4.390 4.294 4.384

21 4.486 4.400 4.442 4.310 4.411 4.224 4.366

22 3.844 3.548 3.840 3.768 3.703 3.793 3.752

23 4.063 4.119 3.987 3.988 3.861 3.939 3.964

24 4.281 3.927 4.267 4.157 4.225 4.183 4.183

25 4.250 3.929 4.227 3.963 3.891 3.768 3.973

26 4.344 4.405 4.373 4.037 4.049 4.171 4.185

27 4.219 4.143 4.253 4.037 4.176 4.157 4.156

28 3.938 3.452 3.760 3.744 3.735 3.720 3.724

29 3.781 3.310 3.587 3.463 3.637 3.512 3.546

30 3.594 3.143 3.200 3.317 3.297 3.420 3.314

31 4.156 4.071 4.133 4.207 4.277 4.195 4.188

32 3.969 3.881 4.013 3.926 4.059 3.951 3.976

33 4.063 4.119 4.240 4.185 4.176 4.084 4.154

34 4.250 4.262 4.227 4.185 4.098 3.976 4.142

35 4.094 2.833 3.973 4.049 3.941 3.819 3.947

4.118 3.891 4.038 3.990 4.014 3.984 4.005
※年齢と設問の無回答は集計から除外しているため、集計値（P8～10）と異なる場合があります。

マイバス・マイレール

安心できる医療福祉

出愛いと地元愛の育み

重
点
戦
略
１

くじの魅力発信

日本一の地域づくり

安心・安全のまち

年齢別の上位３項目
年齢別の下位３項目

社会福祉

高齢者福祉

障がい者福祉

魅力ある仕事起し

基
礎
戦
略
１

情報公開

市民との協働

交流と移住・定住

環境対策

市民生活

エネルギー対策

地域医療

保健活動

自然景観

生涯スポーツ

街並み環境整備

生活環境整備

情報通信環境

防災体制

道路整備

港湾整備

商工業等振興
観光振興

平均（※）

男女共同参画

〃
３

農業振興

林業振興

水産業振興

〃
２

子育て支援

学校教育

生涯学習
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くじの魅力発信

年齢別 市民満足度の経年推移の状況
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今後特に力を入れてほしい施策（３つまで選択。無回答を除く。）

件数

問７－②
久慈市の様々な取組みの中で、今後特に力を入れてほしい施策の取組項目につい

て、回答の多い順に並べたものです。

【コメント】
今後特に力を入れてほしい施策は「地域医療の充実」「安心できる医療福祉の

まち」「道路整備」が全世代で上位、「高齢者福祉」が40代以上、「子育て支
援」が50代以下で上位となっています。
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久慈の魅力発信

誇れる魅力がない。遊ぶところがない。
全国への発信。話題になる施設、行事、イベント等が足りない。広報活動が貧しい。住んでいても魅力がな
い。
久慈の魅力発信が重要だと思います。「琥珀・恐竜」など、もっと人が来るような対策を考えてほしいです。
ミニテーマパークのような場所があれば活性化につながりそうですね。
いつまでも「あまちゃんのロケ地」にこだわっていては発展はないと思います。
あまちゃんほどの活気は望みませんが、ドラマの撮影地のような積極的な働きかけが必要だと思います。
道の駅「北三陸」の利便向上（土風館と同じ中身にせず、例えばマックやびっくりドンキーなどのフランチャ
イズを誘致して、観光客以外に地元民も活用できる施設にすべき）。
強いコンテンツをつくる 久慈じゃなきゃできないなにかが少ない。
日本一の地域づくり

地域おこしに力をいれてほしい。
安心・安全のまち

火事の時の放送で何地割と言いますが、地区名・地域名を言ってもらった方が、消防団の方も地域の方もわか
りやすくて助かります。
マイバス・マイレール

公共交通機関の充実。

親が高齢となり免許返納させたい気持ちはあるものの、医療機関や買い物への足が無くなると生活できない。

公共交通!JRバスなどの再誘致。
路線バスがあるのか?ないのかわからないので、病院や買い物に行くのが大変。タクシーやだれかにお願いし
なくてはならない。バスの時刻がわからない。久慈市に移住して１年未満、不便を感じています。
日帰りのバスツアーをしたいと思うのですが、久慈発のものが少なく残念です。昼食などは持参するので、送
迎バスがあれば利用したいです。月１回位、東北の観光名所の送迎バスが欲しいです。
交通網の充実を。高齢者が運転免許証を返納しても、移動に困らない様に。
市内から離れた所に住む方で、自分で買い物をしたい方に対して、お買い物バス等整備出来たら良いと思いま
す。通常のバスだと買い物をしてすぐ帰れなかったりと不便な所があり、タクシーだと遠方のため片道でも数
千円の負担となります。困っている方は少ないかもしれませんが検討頂ければなと思います。
最近は久慈病院から八戸の病院に照会される事が多くなってきたので、出来れば久慈⇔八戸間のバスも運行し
てもらえると助かります。新幹線も二戸より八戸の方が本数も多いので、車がない高齢者とかも助かると思い
ます。

高齢者の危ない運転の車がとても多い(もっとバスやタクシーの利用しやすい環境を)、三鉄も以前は「地域住
民の脚」だったと思いますが、その発想では今後生き残れません。「三鉄に乗るのが目的」にならないと。

のるのすの再開を待っています。
タクシー料金が高すぎる。夫が車を運転出来なくなったら心配です。
車がなければ買い物にも行けないような場所で交通も不便。
空車で走行しているバスはもったいないと思います。昨年予約して依頼するバスの方が利用しやすいと思いま
す。
安心できる医療福祉

不妊治療への補助政策を充実させてほしい。

問７－③ 久慈市の様々な取組のほかに、どんな取組が必要だと思いますか。
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出愛いと地元愛の育み

お見合いイベント。

独身の人がたくさんいるので出会いの場を作って何か人が集まれるような催し物でもあったらと思います。

魅力ある仕事起し

若者が安心して久慈に戻り生活できる産業（働く場所があること、子育てできる所得が得られること、将来の
希望がもてる市であること）があることが大切です。自信を持って帰って来いとは言えない現実があります。

若者が地元に残り、仕事ができるようにする。仕事の確保。職場の充実。
久慈には仕事が無くて、家の⾧男が家に戻って来れなくて心配しています。
若い人が地元にいて働けるような環境も必要だと思う。
希望する仕事がなく内陸の方に引っ越しをした人が近くに住んでいた方でいて、求人も内陸の方ばかりで（コ
ンビニにあるフリーペーパー等）個人的に内陸の方に引っ越しを考えている。
仕事する場所が少ない。
若い人達が安心して働けて子育てできる環境を作る。
仕事、正規雇用の多岐にわたる充実。
情報公開

広報も行っているように見受けられます。
一人暮らしの方が多い地区ですので、可能な限り自治会、老人クラブ等の回覧板について、対面でお渡しすれ
ば良いのではと言っても、色々難しい部分もある。
アンケートも必要だが、意見・要望などを吸い上げるための課?（市役所なのかどこか）の啓豪広報が足りな
いのではないか。
放送がうるさい、みんながその時間に生活してる訳ではなく仕事上夜に仕事で朝に帰ってきて寝る人もいるの
に毎日の7時とかの放送が迷惑。18時の放送は子どもたちが帰る時間を知らせるなどで分かるが朝は人それぞ
れ生活スタイルがあるからやめてほしい。
市民との協働

特定の団体に偏らないNPOや、まちづくり団体との協働・委員の委嘱。
無駄な公共事業・施設の廃止・人口規模にあった施設の統廃合。
市民を大事にし、若い人達が住み良い久慈市になり、人口流出を防ぎたいし、そうなるにはどうしたら良いの
か知恵の出しあいの場がほしい。
頑張っていきましょう。ともに協力が必要だと思う。

シルバー人材のほかにボランティアバンクのようなこと、なんでも正規料金で依頼するしかない方法ではな
く、DIY、一人暮らしの家庭環境手伝いなど、税金を払う市民に寄り添わなければならないと思う。仕事と役
割、ホスピタリティの組み合わせで、市民の笑顔がえられませんか。各部⾧さんがリーダーでチーム毎で誰か
のお困りごとを計画的にボランティアで・・・特に老人や１日暮らしの人と会話して元気に・・・
例えばJIBA（地場/じいさま・ばあさま） ヒマにしている、じいさん・ばあさんのフリーの活動の場（草取
り・軽作業など） 地域の方々をバスで集めて交流と作業の場に。モラル・モチベの向上、髪の色、爪、表
情、建屋は古くても人はピカピカ。

交流・連携と移住・定住

空き家や使われていない農地等を格安で提供して若い世代へ移住定住促進を図る。
行政の連携などがなされ、効率よくまた効果的に機能しているのか見えにくいです。アピールも必要かなと思
います。
もっと移住者を増やして経済を回してほしい。年に１度、宝くじのようなイベントを行い、日本一のくじの
町、久慈市を目指してほしい。
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交流・連携と移住・定住

地域おこし協力隊の活動発表の場が広報だけでは不十分。腰かけ程度にしか見えなかったりする。地元Uターン
者が生まれ故郷の良さを見直し、生活や仕事をする、できる応援をしてほしい。
若者が久慈から離れて行くのを防ぐ方法、若い人たちが住みやすい街、生活面で充実できる体制が整ってない
様に思います。
他の地域、例えば関東方面で退職し田舎へ帰って来たい人たちがあった場合の生活の場の提供や、農業等就労
の場の斡旋などについて、支援について広報等でPRしてはどうか。その広報について岩手県事務所などに配っ
てはどうか。地域人口を増やすためには必要だと思う。
社会福祉

働けるのに納得のいく理由もなく生活保護を受給している者が居たとしたら、然るべき処置をする。
生活保護を受けていることに不必要に負い目を感じることはないが、薬局などで横柄な態度で恩恵を受けてい
る者には然るべき処置をする。
シングル世帯への支援は多方面にわたり充実しているように思います。しかし、籍を入れずにパートナーがい
て生活している、親と同居の方等々への支援があるのは違うのではないでしょうか。シングル世帯支援の定義
を細分化してほしいです。シングル世帯の贅沢な生活が見えます。
高齢者福祉

子ども向けの企画と同じように老人向けの企画がもっとあっても良いと思う。老人でも参加できる本の読み聞
かせや音楽会など。平庭の白樺から久慈の海岸線を観光して山根温泉でのんびり・・・
身寄りのない高齢者のための終活サポート窓口が必要です。病院の入院や施設入居ための保証人や死亡届を提
出、葬式の手配や自宅の片付け相続手続きなどの窓口が必要と思います。現在は相談窓口はあっても、たらい
まわしになるだけで機能していません。全国的にも自治体として取り組んでいるようです。とりあえず窓口を
作るというのではなく、一人一人に向き合って取り組む組織作りをしてほしいです。
高齢者が多く必然的に老夫婦なり老人の一人暮らしとなっています。みんなが明日の身を心配しています。ヘ
ルパーがいれば、本当に助かりますが給料などもからむ人手不足なんでしょうか。
更に高齢化は加速し、介護施設も今のままでは足りなくなるだろう。介護施設で働く人を増やす事や待遇改善
も必須だと思う。

介護等のサービス従事者の手当。市にお願いする事ではないかもしれないですが高齢者が多く介護サービスを
充実が必要だと思います。その為に介護等に従事する方の手当をもう少し充実させた方がいいかと思います。

障がい者福祉

 
地域医療

久慈病院では診療科がどんどん減らされ、診てもらえない場合があります。盛岡や八戸への通院は無理です。

自分は高齢者なので、どうしても地域医療が重要と思ってしまう。
医療の確保。
地域医療の充実…県病とか行っても診てもらえないし、八戸まで行かなければならず大変です。
久慈病院の優秀な医師確保、救急対応が不安です。診療科の充実をお願いします。
県立久慈病院各科の通常診察。
市⾧がよく「笑顔日本一の久慈市」と言いますが、何も笑顔になれるような事はしていない、公約は何だった
のか?全然市民の事は考えていない。だから病院医療の充実に取り組めないのでは?
県立病院の医師確保・増員が必要です。
少子高齢化の現在、子ども、高齢者が安心して診察を受けられるように久慈病院の充実（医師、診療科）を図
る。
やっぱり医療機関の充実をお願いします。
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地域医療

一生懸命やられていると思いますが、なかなか結果が見えてこない。逆に悪い部分が目立つ。例えば、久慈病
院の医師不足。久慈市が決められることではないかもしれませんが。
救急の病院体制を研修医（若手）の先生を育てることも大事だが、安心して手術等医療行為を行って欲しいの
で、経験のある人も常において欲しい。
地域医療の充実は最も重要かと思われます。医療機関が減少してますが、診てもらいたい科があることが望ま
れます。
人の命のための場がなければ、離れていく、人口減少となるのは当たり前だと思います。
子育てにしても、大人が健康でいるためにも、老後のためにも、病院（県立久慈病院）をしっかりと立て直し
てほしい。アルバイト感覚、責任のない医師達に信頼関係は難しい。治療するために時間とお金をかけて通院
する負担が大きすぎる。
一人暮らしだから、車がないからと通院できない人の多いこと。出産したくても、安全が確保されない病院で
出産できず、あきらめる人の多いこと。二戸へ運ぶ時間が母子共に危険にさらす怖さ、八戸への負担の多いこ
と。普通の生活を送ることが望み。
久慈市では、県立病院でしか出産できないとなると、増す増す出産する人が減っているのではないですか?普
通出産しかできず、何かあれば二戸、八戸、盛岡となると、これからの若い方は、色々としぶってしまうので
は。もっと、より良い環境を作っていかなければ無理があるのではないですか?
一人暮らしの高齢者が増加し、家の近くで倒れていても発見されないまま死亡するという事故が多くなってき
ている。廃校になった小学校や児童館を活用した医療施設を設置して、10日に１回程度の診察が行われるよう
にしてほしい。
地域医療に関してです。医療体制をもう少しどうにか改善してほしいです。２年前になりますが、帯状疱疹に
なり県立病院に行ったのですが、「県立病院か八戸で自分で探してください」といわれました。悠⾧に探す時
間も無かったので、県立病院にしましたが、「皮膚科は予約が取れないかも」と言われ、外科で対応してもら
いました。私も実際そうでしたが、とりあえず診てもらうのではなく、急を要する人ならどうするのでしょう
か。
個人病院が少なくなり、八戸に通院している人が多数いるようです。増えてくれればいいのですが。歯科医院
は多く選択肢はあるのですが、皮膚科や耳鼻科、内科、整形においては限られているので、やはりいろいろな
情報を基にすると、八戸の方に行ってしまうのが現状かなと思います。
地域医療の充実については赤字・黒字を度外視して税金を投入し、県立病院の診療科の常勤医師をお願いし
て、安心な診察を願っている。
久慈病院の医療体制、医師の確保真剣に取り組んでほしい。
地域医療の弱体化が進行している。やれるところからの充実策を心がける事が必要。早急に対応の事。
市内の病院不足と、健康診断の件。通院の度に不便を感じています。バスで盛岡まで、車をお願いして八戸ま
でとか、せめてタクシーを利用して通院が市内でできるよう。待ち時間も苦痛で大変です。現在健康診断の場
所が、外のバスの中で行われていますが、室内で一カ所でできる事をのぞみます。
医師の確保。県立久慈病院に腕の良い医師を、出産、脳外等の手術ができるように。
久慈で診てもらう診療科の種類が少ないと思います。市内で診てもらえないとなると、市外、県外まで通院と
なり、本人、家族の負担が重くのしかかります。市内で全て診てもらえると安心します。
年々地域医療が縮小している気がします。脳神経外科や皮膚科、産婦人科の縮小は、将来の久慈地域に悪影響
を及ぼすと思います。医師不足なのは重々承知していますが、さすがに由々しき事態だと思います。
地域医療に不安、県立病院がなくなるという噂が有り不安になる。年を取るにつれて病院に行く回数が多くな
り、自分が行っている所が無くなると不便。遠くにはいけない。
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地域医療

私も高齢になり（主人も）個人病院にお世話になっていますが、いざ紹介状をもらい県立久慈病院に行って
も、結局八戸か盛岡に回されます。年寄り二人免許も返納していたらとても困ります。盛岡では高速でも２時
間、八戸には電車でも２時間ですかね。年寄りにはつらいです。ある先生が言ってました、久慈がもっと魅力
があれば若い医師も久慈に残ると。魅力ある久慈ってどんな久慈でしょうね。私たちも息子は遠く九州。私た
ちどちらか病院になったらと考えると、本当に怖くなります。久慈は年寄りにはつらい町ですよね。若者が残
る久慈にするにはどうしたら良いでしょうね。うちの息子も久慈にはない自分のやりたい仕事を求めて久慈を
出ました。今は夫婦二人で３人の子を育てています。（息子が）私たちもどちらか動けなくなったら、息子の
近くの施設で全うするのでしょうね。ごめんなさいグチでした。
家族が医療従事者で、医療の希薄性をいつも感じていました。地方では仕方のない部分もありますが、中核病
院の充実、慢性期病院との連携、介護施設等の充実、クリニック受診段階での指導の充実など、もっと進むと
良いと思います。
久慈病院の医師が揃って無いため安心して病院に行けない。
診てもらえる病院も少ない。医者もいない。消減するのは仕方ないと思います。
地域医療の充実を考えてほしいです。
医療面について将来がとても不安です。
保健活動

自分も含む「引きこもり」が⾧期化している家族が近所にもいますし、知り合いや親族にもいます。そういっ
た方たちを支援する取り組みや相談する窓口、支援実績が見えてきません。久慈市に住んでいて、安心感や楽
しいと思ったことがありません。毎日不安な気持ちで生活しています。
自殺者数の減少を目指した取り組みではなく、自殺者数をゼロにする取り組み。
頭のカタイ、視野の狭さ、古い考え、頑固、平気で人を傷つける人間、自殺率全国ワーストの岩手県、最低賃
金の低さ、誰だって別の場所で生きていくことを望むでしょう。
自然景観

平庭高原は山形の宝物である。日本一の白樺が将来絶滅するのではと言われていて、ボランティアの方々が苗
木の植樹をしている。頭が下がります（自分の思い）。
自然景観の素晴らしいところが沢山あるので、それぞれに意味付けし、こんなに見どころがあることを総合的
にPRして、連泊で多くの箇所を見てもらえる工夫と発信。
巽山公園は桜の名所となっていて時期には大勢の人が訪れます。しかし大半が寿命になっています。これから
もずっと名所として後世に残すべきと考えます。新たに植える事ができないか?もし市に予算が付きにくいの
なら、My桜の木とか何かの記念樹として植えた人がいるなら、１本いくら価格を決めて、公募して植えてはど
うか?町中心の公園をいつまでも華にしてほしい。
環境対策

海側からの悪臭の対策をしてほしい。
ごみ収集の変更（野焼き防止のため枯草枯枝などは指定ゴミ袋でなくても回収するようにして欲しい。45リッ
トル袋では追いつかず、だから野焼きをしている人がいるのだと思う。火災防止の観点からも重要）
欧州を参考とした環境ツーリズム開発と都市開発における自転車利用環境向上。
夏場特に、海の方からの激臭は、窓を開けておけない、においがしみついて苦痛です。
ごみ出しルールを徹底してもらうために、ポスターを作成してほしい（ごみステーションに貼る）。
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市民生活

自転車や車等の運転について、危険だと思われる運転の仕方をしている方々を多く見かけるようになり、ス
ピードを出しすぎている方も多いと感じます。子どもたちの安全の為にも何とかした方がいいのでは?と思っ
ていました。また、夜に騒ぐ未成年らしき人、他から見るといじめをしているのではないかと思ってしまうよ
うな方々も見かける様になり、不安が出てしまいます。海に近いお店で外に乱暴な運転をしている方々も多く
いる様に感じました。やはり、パトロールや、そういった危険な行動をする方々への「対処」もした方がいい
様に思っています。私の息子もいじめや、車にぶつけられる、変な人に話しかけられる等経験しています。

右折専用の信号機をもっと普及してほしい。右折しにくいT字路系が多い。
中高生が通学路としている堤防の草木の除草除去。防犯上などの問題があるためできればライトもつけて欲し
い（大川目の橋から旧さけふ化場のところ）、地域の草刈りの日の割当にもなっていない。大川目中が久慈中
と統合するにあたり、さらに子どもたちが使うことが予想される。以上のような要望をどこにすればよいの
か、誰に相談すればよいのか分からないでいる。
犯罪のない町として保っていきたい。
深夜の騒音（人、車、バイク）がヒドイので対策してほしい。
エネルギー対策

海上風力発電の候補地に導入促進してほしいと願います。
エネルギー対策の推進とありますが、これは具体的になにをどのくらいしていて、再生可能エネルギーの導入
促進のところでも、太陽光の設置支援とありますが、実際には自己負担の割合はどのくらい年にかかるのか提
示してほしい。
ソーラーや風力発電をやめる。環境破壊をするな。
原燃関係。
山を壊すな、ソーラー発電止めろ。
防災体制

川の近くに住んでいるので、大雨が降るとすごく心配である。川の幅を広げてほしいと思うが、難しいような
気がするので、防災力向上、自主防災組織、訓練に参加して備えたいと思う。

防災士の資格を取らせていただきました。ハザードマップ、防災マップをしっかりと充実させて欲しいです。

防災はあるが、災害が発生し被災した場合の復旧への取り組みが明記されていないので、それは必要ではない
でしょうか。
⾧内橋周辺の河川整備。
堤防・河川敷の整備。野生動物出没しても今の状況だとわからない。
先日、7月30日の津波警報の際、避難所とされる施設の冷房設備が不十分であることが、今後の課題の１つで
もあると思います。何か適切な補助などを利用して今後の災害に向けて設置することもあっていいのではない
でしょうか。早急な対応をよろしくお願いします。
災害に強い地域づくりとあるが、ハザードマップなどと共に地域の中で、道路維持・河川の維持、側溝の掃除
など力を入れるべきではと思う。

毎年、全国各地で豪雨災害が起きています。久慈市にも起こりうることと考え、異常な雨量にも対応できる町
づくりを、川、道路、低地について進めてほしいと思います。治水は私たちの生活基盤を守る重要な施策だと
考えます。大量の水はどこに溜まり、それをどこにどうやって流してやるのか、新しくポンプ設備も作ってい
ただきましたが、他の地区でも不安なところがあると思いますので、よろしくお願いします。

水害対策～用水路、排水路の状況をしっかり把握して年次計画的に改善して行くこと。（土砂災害、浸水など
を防止し、安心して暮らせる、大雨で毎年心配している。
避難場所や避難経路を分かりやすくしてほしい。高齢者や子どもも安心して行き、しばらくとどまることがで
きる場所を確保して欲しい。
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防災体制

指定避難場所、冷房完備願います。先日の津波警報発令の時に思ったのですが、職員の皆さんの熱中症対策、
パフォーマンス向上のため、ファン付ベスト等を常備した方が良いと思います。
水害の対策（川・側溝の整備）。
道路整備

道路の工事、補修（道路が悪い）。
除雪をもう少しやってほしい。道路の穴をなおしてほしい。
県北横断道路の早期実現。
盛岡への通院にも時間がかかるので早期道路整備を県に働きかけてほしい。
久慈市街を通りすぎるだけの自動車が多いと思います。そのための道路があれば良い。津波避難の時に役立つ
と思います。
交通の便がよい所から比べれば、久慈はとても不便だと感じます。若い人達に久慈に帰って来てほしいのです
が、仕事もですが、道路もしっかり維持していってほしいです。そうすれば、こちらから動く時も、観光客の
方がみえるにも、便利のいい久慈であってほしいと願います。
台風や集中豪雨で道路が決壊しても、２～３年たっても改修しない箇所がある。交通安全上も問題があるの
で、被災した場合は早急に普及すべきである。

市道、町道の方にも目を向けて整備してほしいです。（まだ舗装になっておらず、危険な個所もあるため）

道路維持、住民サービスなど、人口減少に合わせて身の丈に合った取り組みが必要と思う。
道路整備(とくに右折レーンがあるのに矢印が無い交差点が多い)。
交通網～利便性ある道路に改善する。
へき地等の道路整備に重視。野田⾧内線（268）号線は通学路なのに久慈市内一番の危険道路。子どもたちの
通学、車の走行に危険すぎる。早急の整備が必要。
港湾整備

街並み環境整備

人、ペットが安心して共有できる広い公園等の充実。
空き家、空き店舗対策。
山形町でいえば、まず子ども達が遊ぶ（公園）場所がない。今の時代について、町民の方々は時代の流れと
思っているしょうがないのかも。
この春30数年振りに久慈に帰って来ました。河川敷、堤防は桜が咲き、葉桜になるとすぐにつつじの花が咲
き、素敵なロケーションだと思いました。漁業のみならず、自然豊かなこの地をもう少し整備（草刈り、ゴミ
投棄の対策など）し、新たなロケ地、憩いの場になると思いました。
未だに、くみとりの家があり、ハエや臭いもきつい。水ましになった時困ると思い、早く水洗にしてほしい。
特に小屋畑川の切り替え工事がある田高地域の住宅は、するべきだと思う。
災害の度に使えなくなる公園ではなく、子どもが安心して遊べて、老人が楽しく集えて、トイレの整備の整っ
た充実した公園づくり。
生活環境整備

用排水路の整備（生活排水が用水路に混入）。やっている感じはなく実質的な成果が見える事業を行ってほし
い。

水道管の老朽化で、様々な問題が起きていないか心配です。点検や改修を進めていただきたいと思います。

情報通信環境
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子育て支援

近隣市町村と比べて、子育て支援が薄い気がする。若者が住みたいと思う町になれば良いと思う。
安心して子どもを産み育て、子どもから老人まで笑顔で安心できる久慈市を望みます。
子育て、学校教育の充実を図る。
久慈の人口が減少していくのが心配です。特に若い人が都会に行ってしまいます。子育ての無料化で人を呼び
込むことをしてみてはどうでしょうか?
子育て支援対策に力を入れてほしい。洋野町などでは、保育園や子どもの医療費は無料なのに久慈だと住民税
の割合で決まるのが負担となっている。今、０歳児を育てており育休中だが、それが負担でつらいと思う。妊
娠中は普通に働いており、夫の扶養にも入っていなかったため、住民税も普通徴収になり、大きな金額を納め
なければならなかった。納めるものを納めているのだから、少しぐらい還してほしいと思う。妊娠中の医療費
助成についても基準以上だからと受けられなかった。基準がきびしすぎるのではないかと思う。まともに助成
を受けている人がはたして本当にいるのか?と疑問に思う。
子どものいる家庭へ支援する。
子育ては、昔とは違い支援が充実しているように感じるが、当人達は満足には思っていないようだ。なぜ?
と。感謝の気持ちはどこで?感謝の心を育む場所はどこでしょう。福祉があふれているので、当たり前になる
のでしょうか?
不妊治療への補助政策を充実させてほしい。
人口減少防止。低所得者、子育て世帯にただ現金支給ではなく、例えば給食費とか入学に係る物の現物支給に
するとか。子育てでお金がかかるのは低所得者も高所得者の方も一緒だと思う。臨時給付金も食費、ガソリン
等々かかるのは低所得者も高所得者も同じだと思う。子どもの為にそのお金は使われているのでしょうか?と
言うところをもう一度検討して欲しい。
雨の日などで子どもが遊べるよう屋内の遊び場が必要。
孫たちと暮らしているので、子どもたちに力を入れて欲しい。久慈市は特に子どもが少なくなって来ているよ
うな気がする。子どもたちは、久慈に住みたいと思う町になる為知恵を出して欲しい（大自然を利用したテー
マパークとか?）
有料でもいいので室内で子どもが遊べる場所を増やしていただきたい。例えばもぐらんぴあの中に少し広めの
子どもが遊べる場所を作れば、有料だとしても年パスを買って行く人がいるかもしれません。
学校教育

学びの多様化、学校の設立（学校統合による空き校舎活用）をはじめ教育にもっとお金を投資してほしい（学
校教育・生涯学習）。
高校生のバイト促進、自由にバイトできるようにする。もちろん成績の悪い者は、テスト期間中と赤点補習期
間は除く。
給食費の無償化。物価高が続いており、賃金がなかなか上がらないにもかかわらず、就学援助を受けられる収
入の目安が変わらないのはおかしい。
学校教育の充実の所、施設整備で久慈湊小学校、予定よりだいぶ遅れているのではないでしょうか?孫達が今
現在通学しているのですが、このままでは新しい学校に移転出来ないまま、卒業するのではと、とても不安で
す。色々な事情はあるとは思いますが、なるべく早めに完成してほしいと願っております。
湊小学校を建設中です。老朽化や津波浸水区域の理由と理解していますが、児童数が減少している今本当に必
要でしょうか。他の学校でも空教室があるなか、合併という考えはなかったのでしょうか。無駄な公共工事に
思えます。５年後、10年後のビジョンが見えてきません。建設にかかるお金を別の分野に使ってほしい（介護
施設、医師不足など）
久慈中学校の整備。
小学校親世代の再教育、質が低すぎます。家庭教育ができない親が増えすぎです。
基幹となる学校の新築（湊小学校の前に久慈中学校を新設するべき）。
現段階での出生率を考慮した学校建設(久慈湊小学校の建設の必要性)及び修繕(久慈中学校の建設)、統合が必要
ではないでしょうか?
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学校教育

今さらながら、はたして湊小の新校舎本当にいるのだったでしょうか?久慈小と統合してスクールバス通学と
か方法はあったと思うのに。少子化の今、かさ上げ工事を目にすると、何と税金の無駄使いをしているのかと
思ってしまいます。
久慈市の少子化のスピードが早く、もはや手遅れだ。若者の確保には、仕事と大学などの教育機関が必要だが
どちらも難しい。せめて中高生の教育を他地域より充実させられないだろうか?久慈地域の学力の低さは危機
的レベルだ。他地域に子どもを進学させた親の実感です。金銭が発生しても良いので、市営の中高生向け塾を
用意して欲しい。子どもの教育が他地域より充実していれば、子育て世代が久慈市にとどまってくれる可能性
がある。
生涯学習

アンバーホールでの催しがあまり見たくないのばかりで、アンバーホール自体に足が運ばない。
生涯スポーツ

総合運動場が必要だと思います。各市町村の球場に出向きましたが、久慈市の市営球場は最低だった気がしま
す。
娯楽施設の設立、パークゴルフ場など大野や野田村にあるが久慈市にはない。土地があるのだから造ってほし
い。現状、大野や野田村に多くの人が行ってます。
運動公園がないとか、良く分かりませんが、現在の候補地を白紙にして、また一から計画したほうが良いので
は。医師不足についても、久慈市が決められることではないかもしれませんが。
正式の高校野球、プロ野球などの試合のできる、野球場建設の早期実現。
今は使用されていない市民プール、その周辺に植えられている記念樹の手入れ管理が必要に思われます。枝が
折れそうになったり、道路の方に伸びたり、電線に邪魔したりして危険に思われます。あと、側溝に蓋があっ
た方が安全のために良いのではと思います。
河川敷にあるテニスコートについてです。災害の度に増水し被害を受けています。そのたびに修繕を繰り返し
税金の無駄使いだと思います。別の場所に作り、久慈でも大会ができるようにすれば県内外からも人が集まる
様になると思います。テニスコートだけではなく球場、陸上などスポーツ施設を作って欲しい。
久慈市の学生たちはスポーツを頑張っているが、子どもたちが頑張ったところで施設が充実していないのが現
状です（野球場）。地元で頑張ってもらうためにも市営球場を早く作って欲しいと思います。
市民体育館（エアコンが壊れていて使えない等）。
有休設備を活用し、周りに無い施設を誘致する。大型スケボー設備。
故障中の田屋の市民プールを使えるようにしてほしい。
運動のために堤防道路を歩きますが、車がスピードを出して走るので怖いです。安全に気兼ねなく歩ける場所
がほしい。
災害都度の体育館向かいのテニスコートの整備は税金の無駄遣い、充分考え直した方がいい。
男女共同参画

農業振興

熊や鹿、ハクビシンなどが増殖し、民家のまわりに出没している。人や農作物に被害を与え、大変困ってい
る。適切なときに駆除していただきたい。
田畑の放棄地をなくする。

米の高い状況が続いています。他の市で（大阪府泉大津市でした）で米の安定供給のため取り組みをしている
との事を耳にしたことがあります。久慈市には田んぼもありますので取り組んでもらえたらと思います。

地域での特産品開発、海のものを使った商品開発、山を使っての特産品開発、例えば山菜きのこ、くずから取
れるくず粉、また大川目や山形の住居近くにある渋柿を使っての商品開発。また熊、いのしし、鹿等の肉を活
用したジビエに関するもの等について久慈市でも企業者に対する支援を行っていく必要があるのでは?

36 ページ



農業振興

現時点で住んでいるので、生活に直結する項目は当たり前に要望したいが、定住者ではないので、今後久慈市
が発展するために必要なことを考えると、住みやすさよりも活気を求める視点が強くなる。したがって、一次
産業の充実、拡大。
田や畑の耕作放棄地を無くする。
林業振興

熊被害をよくする。
熊対策。近所に熊が出て外で子どもと遊べない。
水産業振興

最近渓流釣りがブームとなってきている。観光と併せて久慈渓流、⾧内渓流、その他支流について、放流事業
を多くし都市部から愛好者を呼んで事業転回してはどうか。久慈川漁業組合がなくなったことなので、河川単
独での事業がやり方によってはできるのではないか。研究する必要があり、川の魚の量によっては入漁料１日
3000円～5000円程もらえるのでは。
商工業振興

ファストフード店の誘致、若者は八戸へ流れています。
企業誘致などに取り組み、地域経済の活性化に取り組むべき。
市内で働くことのできる多くの職種の企業の誘致をしていただきたいと思う。
駅前の再開発。観光客が駅前にコンビニがないと言っているのをよく聞く。それと老若男女が行ける飲食店の
充実。（まるまつやソバ屋など）
若手の給料が低いから遠くにでていく人が多いと思うので、給料の手取りが少しでも上がるような取り組みを
して欲しい。
大手企業が誘致してくれるように頑張ってほしい。
久慈市にドンキ・ホーテ作ってほしい。
駅前デパートの整備または取り壊し（観光客の気持ちを考えて欲しい。駅前があんなならがっかりする）。
シャッター商店街への手入れ、提案。街の駐車場問題改善。
久慈市の資源を生かして産業を盛り上げてもらいたいです。
積極的な企業の誘致。
市内のシャッター街の使い道。
久慈市にもっと魅力を感じてもらうには、久慈市には商業施設がない。誰もが行ける大きな店、そこの場所で
用事が足りるところがない。衣食にも、例えばイオンみたいなデパート的存在がない。気軽に休めるマックみ
たいな、少しのお金で食べたり休んだりできる建物がない。
駅前ビルの撤去を急いでほしい。駅前広場を広げ、駐車場を確保し、秋祭りが十分楽しめるよう（余談です
が、秋祭りの際、高校生の「ナニャトヤラ踊り」が活気も悪く、見ていてさみしい限りです。高校生の意見等
を取り入れて、楽しく一緒に踊りたくなるような事を期待しています）。
市街地対策を。新しいきれいな街を希むわけでは無いですが、シャッター通りはさみしいです。日用雑貨、衣
類等の店、駐車場もまばらで買い物に出かけるのが現状で不便。
以前住んでいた時よりシャッターを下ろしている店が増えているのに驚きました。駅周辺も淋しくなったと感
じました。知り合いの方は、駅でバスを待っている時、気兼ねなく入れるお店が駅周辺にはあったが、近年は
若者が入るような店ばかりで、自分等の年代が入りにくいと言ってました。
若い人が行くような飲食店（マック、山岡家、ドンキホーテ）24時間営業の店。

娯楽の増加についてもっと進めて欲しいと思います。久慈に住んで、若い子たちはどこで遊んでいるのだろ
う?と疑問に思います。休みの日は多くの人が八戸に流れると聞きました。チェーンのファストフードやカ
フェなど、人々が気軽に利用できる施設が増えると嬉しいです。駅前のビルも老朽化が目立っており、電車に
乗って久慈に来られた方があの状況を見ると、あまり良い印象を持たれないのではないかと思います。
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商工業振興

若者が地元に定着できて、未来に希望を持てる地域作りと安定した就職先の企業誘致。
若者が戻って来やすい環境、設備をつくってほしい。
様々な企業誘致(働く場所や娯楽施設等が無いと人が定着しない)。

久慈市内には若い人が働きたくなる会社、企業(給与、待遇面)が少ない。実際私の息子も久慈市内で仕事を探
したが見つからず、八戸の会社へ毎日通っている。久慈は交通の面でも不便な所もあり、大規模な企業誘致は
難しいのかもしれないが、雇用が無ければ人口も減る一方で経済も衰退するのは目に見えている。

企業誘致。

周りの若い世代からは「久慈には遊ぶ場所がない」という声をよく聞く。
休日に八戸や盛岡などの都市部に出掛ける人が非常に多いと思うが、そういった人達を市内に留まらせ、日常
的に市にお金を落とすような魅力ある商業施設や店舗、企業を誘致する必要があると強く感じている。

商店街の活性化は喫緊の課題です。歴代の市⾧が公約に掲げながらも成しえずに来ていますが、残念なことで
す。核となる「久慈駅前活性化構想」には、駅前と新町のデルタゾーンを一つのビルで商店街化にするもの
だったと思いますが、この構想が具現化していれば久慈の商店街は大きく変貌していたかもしれません。
商店街の経営者の高齢化が顕著であり、後継者の方々も先の経営が見通せないと嘆いています。また、建設当
初、商店街活性化の起爆剤と言われた久慈駅前ビルは、危険建築構造物に指定されるほどに老朽化が甚だし
く、落下物によって人身事故の恐れもあり、その責任の所在は久慈市としても看過できないものと憂慮されま
す。解体撤去を含めたこの問題を早急に解決しなければ商店街の活性化はあり得ません。土地、建物の権利者
が深く絡み合って前に進めないと聞いたことがありますが、市を代表する市⾧と市議会議員が商業振興の共通
課題と捉えて、何とか解決の方策を打ち出していただきたいと思います。

私の同級生のほとんどは市外にいる。皆、口を揃えていうのは「仕事さえあれば久慈に帰ってきたい」と言っ
ている。人口減少は如何ともし難いのは重々承知している。なので企業誘致の上でも、三陸道を利用する人
が、なるべく久慈に降りるような施策を考えて欲しい。
駅前デパートの整備または取り壊し（観光客の気持ちを考えて欲しい。駅前があんなならがっかりする）。
シャッター商店街への手入れ、提案。街の駐車場問題改善。
久慈市の資源を生かして産業を盛り上げてもらいたいです。
積極的な企業の誘致。
観光振興

観光シーズン（夏まつり、秋まつり、雪まつりなどの他、琥珀、海女、白樺）地元客だけをターゲットにして
も、自己満足にすぎないのでは?秋まつりに合わせたインバウンドへの働きかけは小さいながらいいことだと
思いました。東北夏まつり期間に久慈に立ち寄ってもらう企画を考えてみてほしい。
うわべのイベントはいらない。観光もやめて、一次・二次産業を育てる。生産する人、会社を支援し、所得を
上げる。
花火大会をもっと盛上げて欲しい。
観光資源の発掘と食文化の新たな創造。
夏以外にも各季節やイベントでお祭り事があると距離も近くなるのではないか。
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アンケートへの意見

オンライン回答をしようとしてもURLが⾧すぎて入力する気にもなれず、スマホで回答しようとしたが、機種
の都合で途中で不具合が発生した。英数字のURL入力ではなく、簡単な文字入力でリンク先にログインできる
ような仕組みにしてもらいたい。解答用紙は開封して広げたら縦横バラバラでホチキス止もなく、文字通り用
紙がバラバラになってしまい回答意欲が失せてしまいました。回答率を上げたいならこの辺も見直してはどう
ですか?
アンケートが１枚ずつ折られていたので回答（記入）しずらかった。順番がごちゃごちゃで。番号がふられて
あるが。
このアンケート用紙はバラバラに固く折りたたまれていたため、開いて記入するのが面倒でした。オンライン
回答だけが欲しいのなら、そもそも用紙を送りつける必要はないのではありませんか。
このアンケート用紙が見にくかった。
解答用紙がバラバラで扱いにくいです。冊子タイプがいいと思います。
そもそもこのアンケートをして何が変わっているのか教えて下さい。
税金関連

他市より固定資産税が高すぎる。
税金をやすく、国保安く。
徴収税金の減額。
国の税金の使い方を改め、消費税をやめるようにいうべき。
選挙・議会

議員はいらない、日当でいい。稼がない職員を辞めさせろ。
議員さんたちの活動なども発信してほしい。
人が減っているから議員減らせ。
その他

市役所建て替え（エアコン設置）。
市役所の早期移転。

住みたくない市にならない様にしてください。このアンケートを集計したところで何か変わるのか疑問です。

物価高騰対策、給付金。
久慈市に住んで約60年、最後まで良かったと思える久慈市でいてほしいし、子や孫達もこれから先楽しく暮ら
せる久慈市であって欲しいです。
非常に不満であり全然市政に対して関心がなく、やっぱり「自分の事は自分」を考えないと生活できない、ボ
ランティアなんて否定するしかない「自分さえ良ければ良し」正しいのかもしれない。40代の若者非常に不満
が多いですよ。
市役所の方に冷たい言い方をされたり、少し馬鹿にされているような言われ方も経験しました。やさしい町に
なって欲しいと心から願っています。息子も病院の先生に「鼻で笑われた。信用できない。」と言って人間不
信が強くなっているように思っています。心から優しい町になって欲しい。
役所職員・市議員等の手当報酬等の削減。
核のごみ最終処分場誘致の考慮（近隣町村との協議）。
あいさつが出来なくなってきているのでは。子ども達、職場（総合支所も含む）等、子ども達の場合はスクー
ルバスで集団登校するのでやむを得ない部分もある。あいさつは当たり前のことですが、なかなかできていな
い様な気がします。あいさつができる町に・・・。
すいません、⾧々と説得力の無い事を書きました。
消費拡大のため割引の〇〇券の検討をお願いします。
久慈市はガソリン単価高すぎ!安くして!賃貸高い!となりの八戸市より高い!
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その他

ガソリンが他の地域に比べて高すぎる。
市が豊かになること、そのために何が必要かはちょっと分からないのですが、町が寂しくなっていくだけです
よね。せっかく、市の職員になれたのですから、市政活性化になれるよう頑張ってほしいです。
中国人・外国人の支援をやめること。土地を外国人に売るな。
岩手県より脱却して青森県に入り、将来八戸市と合併する。又は、八戸市のベットタウン化になるとか。

自治体間の比較検討、充実等々薄れてきており、施策充実を図るとともに、競争力をもって対応する必要有。

仕事上市内に居る事が少なく市内の現状がよく分かりません。アンケートにあまり答えられなく申し訳ありま
せん。先にも申し上げましたが、市税をもっと市民の為に有効に活用してもらえれば有難いです。
公務員給与の見直し。
将来の久慈市を見据えた進むべき方向性を市民も真剣に考える意見交換会を継続しておこなう○○課をつく
る。
資源の有効活用。既存概念、固定概念からの脱却。新規事業を生み出す試みが必要と考える。二番煎じではな
く独自の発想や取り組みを創造できるかがポイントとなる。
全体的に市民のことを思い考えて取り組めば良い街作りになるのでは。私腹ばかりの人排除して。
物が高くて国民年金生活は大変です。
中国人に土地売るな、外国人に税金使うな。
県税、市税をもっと有効に活用してほしい。
若者の市外へ出る理由をアンケート確認し人口削減対策に取り入れる。
こんな⾧々と回答させて時間の無駄。結局は行政の都合で選挙に行ったか確認したいだけ?
笑顔日本一だと?意味不明。笑顔が日本一でどう子ども達に誇れる訳?そちらの都合ばかり押し付け過ぎ。そ
んな事より定住率を上げたり、企業力を高めて久慈市に人が残るように努力したら?こんな事にシステム構築
して無駄金払っているのが残念な市政としか思えない。
市の対応等

久慈市の人口の割に職員が多すぎる。責任逃れの職員が多数いる。
行政の対応の早さ。
市職員による市民に関する情報漏洩につながる言動等が見受けられる、個人情報の管理を徹底するべき。
それぞれの課題に向けて行政は頑張っているのではないかと思います。

問8に根基となる税収アップの施策が無いため記入しません。
イメージ、紙、文字でなく、具体的に目に見える効果は何だったのか?の検証が無い（非公表）ので、１～35
がどうなっているのかわかりません。
市の運営がいいのか悪いのか、それの理由となる指標は何なのか、コンパクトにならざるをえないのならば、
どういうロードマップで行くのか。やはり部⾧以上は示し、市は公表し、首⾧はデザインを（市民と共有）発
信し、リーダーシップを取る事が一歩目。
問題点の裏返しで、１～35をやってますということなのか?市民に聞くのもそうだが、全国の取り組みを取り
入れないならば、市が考えてやるのが先だろう。多くの人は協力することはやぶさかではありません。

国からお金を持ってこられるような市になってほしい。近隣の町村ではエアコン設置の補助等、住民に対して
やさしい町づくりをしています。市役所職員の「久慈市には財源が無い」という言動は控えてほしい。納税者
側からしてみれば残念に思う。
時間があり、あまり趣味がない70代です。少しでもみんなの力になりたいけど、なにをどうしてよいかわかり
ません。市⾧への手紙はいいのですが、考えを書いてもムリのような手紙が来ます。少しでもお金がかかると
か言わないで考えてみますとかないんでしょうか?本当に市役所の考えがわかりません!
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市の対応等

市役所職員数・・・人口減少にありますが、職員一人当たりの市民数割合はピークと比べてどうですか。ま
た、住宅手当など地域内の方々での手当は必要ですか。（外部から地域行政のために尽力いただける方に来て
いただくなどの費用に）
仕事として担う皆さんが久慈市の課題・未来を考えているのか・・・と思います。聞くだけではなく、考えに
ついて意見を伺うという方法もあると思います。どの質問も本当は全て〇なのかもしれないからです。市民の
ためとアンケートを実施して集計屋にならないでください。
熱のある職員さんは市民が顔も名前も分かるくらい燃えてほしいです。評論ばかりの人や意見に負けず、市政
を推進する。税収の源は人と企業ですので、前向きでフェアなチームワークで頑張りましょう。
久慈市の財政が厳しい中、税収の見込が少なくなっていく今、今までと同じやり方ではまずいので、見直しが
必要ではないでしょうか。例えば、久慈市所有の車、臨時職員の人数、議員の人数などです。
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３ 男女共同参画に関するアンケート

問1 LGBT・LGBTQIA＋という言葉の意味を知っていますか。（１つ選択）

知っている

191

聞いたことがある

137

知らない

139

無回答 11

知っている

聞いたことがある

知らない

無回答

問２ 久慈市パートナーシップ・ファミリーシップ宣言制度（令和６年４月制定）を知っていますか。

（１つ選択）

n=478

知っている 47

聞いたこと

がある 91

知らない 330

無回答 10

知っている

聞いたことがある

知らない

無回答

n=478
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４ 公共交通に関するアンケート

問1 久慈市地域公共交通計画（令和６年３月策定）を知っていますか。（１つ選択）

問２ Googleマップ上でバスの経路・時間を検索できることを知っていますか。（１つ選択）

知っている 64

知らない 404

無回答 10

知っている

知らない

無回答

知っている

172
知らない 296

無回答 10

知っている

知らない

無回答

n=478

n=478
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✍問３「その他」の意見
●便数が増加し、キャッシュレス導入 ●都市間バス、通学支援バス以外廃止

●24時間自動運転のバス、タクシー ●バスがどこを走っているのかわからない

●バスよりも小型の車両があればコストも下がる ●市民バスの経路、便数の増加

●毎日の運行が少ない　　　　　　　　 ●周知が不十分

●運行する車を小さくして本数走る　 ●車両を小さくする

●高齢者が増えるので必要とは思いますが、使用頻度が分からない

●市内は必要に応じてタクシー券を配布し、半額助成する(市内のみ)（免許返納者等）

●小型のバスにして、毎日運航便数を増やし、運賃も下げる

●バスでなくハイエースや小型バスが実情に合っているのでは?　いつまで大型を無駄に走らせるのか?

●利用数の少ないところのバスをなくして生活に必要と思われる所を直通便を増やす（市役所から久慈病院など）
●都にあるDORAのバスみたいにスーパーと駅の直通とかがあればいいのではと思う
●地域・集落ごとに予約して利用できる（日を決めて必要な時だけ）病院・買い物・役所・銀行の用事で利用すると思う
●タクシー業務とは少し違う行政サービス的なこと。（今のバスは中心地の人しか利用できない）
●通学、出勤時間帯の運行時間集中させ、乗車状況の把握により見直し、効率考える
●県立病院に通院するバス利用者が多いと思われる。久慈駅県立病院間の午後の便も必要

問３ 今後、久慈市内の公共交通を見直すとなった場合、どのような見直し内容であれば

受け入れられると思いますか。（あてはまるものをすべて選択）

115

59

89

115

163

25

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

バスの時刻表がなく、時間を指定することができるが、事前に予約す

る必要がある

１日に運行する便数が増加するが、運行する曜日が少なくなる

毎日運航しているが、市民バスの１日に運行する便数が少なくなる

サービスが向上する（本数増加・経路の延伸など）が、利用するとき

の運賃が増える

わからない

その他
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５ スポーツの実施状況に関するアンケート

問１ １日の平均運動時間（歩行を含む軽く汗をかく程度以上の運動）のうち、当てはまるものを

選んでください。（１つ選択）

20

12

49

53

65

62

15

39

152

11

0 50 100 150 200

120分以上

90分以上

60分以上

40分以上

30分以上

15分以上

10分以上

10分未満

実施していない

無回答

問２ この1年間に、運動・スポーツ（30分軽く汗をかく程度以上）を実施した日数を合わせると、

何日くらいになりますか。（１つ選択）

49

68

51

44

64

29

39

122

12

0 50 100 150 200

週に5日以上（年251日以上）

週に3日以上（年151～250日）

週に2日以上（年101～150日）

週に1日以上（年51～100日）

月に1～4日（年12～50日）

3カ月に1～2日（年４～11日）

年に1～3日

実施していない

無回答

n=478

n=478
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問３ この1年間に、運動・スポーツを実施した最も大きな理由はどれですか。（１つ選択）

（問２の質問で「８：実施していない」と答えた人以外が対象）

147

43

76

3

5

34

26

22

0 50 100 150

健康、体力増進・維持、筋力増進・維持のため

楽しみ・気晴らしとして

運動不足を感じるから

精神の修養や訓練のため

自己の記録や能力を向上させるため

家族のふれあい、友人・仲間との交流として

美容・肥満解消・ダイエットのため

無回答

問４ この１年間に、運動・スポーツを実施した場所はどこですか。

実施した回数が１番多いもの選んでください。（１つ選択）

（問２の質問で「８：実施していない」と答えた人以外が対象）

n=356

51

7

18

12

81

23

20

13

3

84

18

26

0 20 40 60 80 100

公共施設・スポーツ施設

学校体育施設

民間商業インドア施設

民間商業アウトドア施設

自宅または自宅敷地内

職場または職場敷地内

公園

公民館

空き地

道路

山岳・森林・海・湖・川などの自然環境

無回答

n=356
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問５ この１年間に、運動・スポーツをどのような形で実施しましたか。

実施した回数が１番多いもの選んでください。（１つ選択）

（問２の質問で「８：実施していない」と答えた人以外が対象）

1

1

3

17

10

21

207

19

9

7

10

33

18

0 50 100 150 200 250

職場のクラブや同好会に所属して

学校のクラブや同好会に所属して

概ね同じ県内の人が加入しているクラブや同好会に所属して

概ね同じ市町村の人が加入しているクラブや同好会に所属して

公共施設で行われているスポーツ施や体力づくり教室で

フィットネスクラブなどの民間の会員制スポーツクラブで

個人で自由に

地域の友人と自由に

職場の友人と自由に

地域のイベントで

職場のイベントで

家族と

無回答

問６-1 この１年間に、運動・スポーツをどのような形で実施しましたか。

実施した回数が１番多いもの選んでください。（１つ選択）

（問２の質問で「８：実施していない」と答えた人以外が対象）

早朝 63

午前中 72

昼間

37
夕方 71

夜間 68

深夜 10
無回答

35

平日

早朝

午前中

昼間

夕方

夜間

深夜

無回答

早朝

50

午前中 82

昼間

30夕方 68

夜間 35

深夜 6

無回答

90

休日

早朝

午前中

昼間

夕方

夜間

深夜

無回答

n=356

n=356 n=356
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✍問７「その他」の意見
●分からない、やっていない ●実施していない

●やる暇ない ●人と接触しなくても済む自宅

●主に歩行ですから施設は利用しない ●コロナ禍後に始めた

●体調しだい ●個人としては変わらないが集団、地域の活動機会が減った

✍問８「その他」の意見
●仕事量の増で疲労や体をこわしたため ●疲れるようになった
●ルーティーンが崩れたから ●年齢が60代から70代になり、高齢になった
●怪我 ●仕事や家事等で、スポーツする体力が残らないため
●今年病気入院してから現在中止している ●アキレス腱を切ったから
●体調不良 ●所属するスポーツ団体の活動が停滞したままだから

問７ 新型コロナ感染症によるスポーツ活動や施設利用の制限がなくなった現在、

コロナ禍前と比較して、運動・スポーツをする回数（日数）は変化しましたか。（１つ選択）

コロナ禍前より

減少した 109

コロナ禍前と

同様に実施

195コロナ禍前より

多くなった 54

その他 33

無回答 87
コロナ禍前より減少した

コロナ禍前と同様に実施

コロナ禍前より多くなった

その他

無回答

コロナを機に

やめた 31

コロナとは関係なくス

ポーツ習慣をやめた

28

所属するスポーツ団体の活動が

停滞したままだから 4

コロナ禍前と同様に運動、

スポーツに取組みたいが

キッカケがない 25

その他 17

無回答 4 コロナを機にやめた

コロナとは関係なくスポーツ習慣をやめた

所属するスポーツ団体の活動が停滞したままだから

コロナ禍前と同様に運動、スポーツに取組みたいが

キッカケがない

その他

無回答

問８ 運動・スポーツの回数（日数）が減少した理由は何ですか。（１つ選択）

（問７の質問で「１：コロナ禍前より減少した」と答えた人が対象）

n=478

n=109
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✍問３「その他」の意見
●当たり前のことだから ●なんとなく
●個人の意見を反映させるため

６ 参議院議員通常選挙に関するアンケート

問１ 今回の「参議院議員通常選挙」で投票しましたか。（１つ選択）

投票した

372

投票しない

101

無回答 5

投票した

投票しない

無回答

問２ 投票はどの方法で行いましたか （１つ選択）

（問１の質問で「１：投票した」と答えた人が対象）

投票所で投票した

128

期日前投票をした 235

病院等で投票をした 0

他市町村で不在者投票をした 3

その他 0

無回答 6

投票所で投票した

期日前投票をした

病院等で投票をした

他市町村で不在者投票をした

その他

無回答

n=372

問３ 投票に行った理由に近いもの （１つ選択）

（問１の質問で「１：投票した」と答えた人が対象）

国民の権利だから

231

応援している候補者が

いるから 25

今の政治を改

めたいから 87

組織・知人・家族などに

頼まれたから 10

その他 7 無回答 12

国民の権利だから

応援している候補者がいるから

今の政治を改めたいから

組織・知人・家族などに頼まれたから

その他

無回答

n=478

n=372
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✍問４「その他」の意見
●施設のスタッフと

問４ 投票は誰と行きましたか（１つ選択）

（問１の質問で「１：投票した」と答えた人が対象）

問５ 同伴した家族に18歳未満の子どもはいましたか。（１つ選択）

（問４の質問で「３：家族と投票した」と答えた人が対象）

1

1

3

26

19

35

4

1

11

0 5 10 15 20 25 30 35 40

投票の仕方が分からないから

選挙が行わていることや投票日を知らなかったから

投票所の雰囲気や設備が悪いから

投票日に仕事や用事があったから

選挙や政治に関心がないから

投票したい候補者がいなかったから

当選者が予測できたから

投票所が変わって不便になったから

無回答

ひとりで投票した

177

友人と投票した 10

家族と投票した 181

その他 1 無回答 3

ひとりで投票した

友人と投票した

家族と投票した

その他

無回答

いる 33

いない 148

いる

いない

n=372

n=181

n=101

問６ 投票しなかった理由について、近いものはどれですか。（１つ選択）

（問１の質問で「２：投票しない」と答えた人が対象）
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✍問７「その他」の意見
●インターネットで投票ができるシステム ●体調が良くなったら投票したい
●比例代表制はなくしてほしい ●マイナンバーカード取得者によるオンライン投票の実現

問７ あなたが投票したくなる工夫は（３つまで回答）

（問１の質問で「２：投票しない」と答えた人が対象）

問８ 今回の「参議院議員通常選挙」（令和７年７月20日）から投票時間などの見直しを行いまし

たが、見直した次の項目のうち、知らなかったものを選んでください。

（あてはまるものをすべて選択）

4

21

8

8

23

25

24

10

2

10

7

0 5 10 15 20 25 30

啓発活動の強化

商業施設や集客施設への期日前投票所の増設

集落などを巡回する移動期日前投票所の実施

投票所への交通支援

投票すると景品や割引券などのサービスが受けられる

指示できる政党や候補者の立候補

政党や候補者の公約などの情報の充実

投票所の雰囲気を変える

具体的な方法

工夫がされても投票したいと思わない

その他

231

187

218

198

242

287

0 50 100 150 200 250 300 350

投票所が閉まる時刻が１時間早い午後６時になった

一部の地域で投票区が再編され投票所が変わった

山形総合センター期日前投票所の開設期間が短くなった

投票区が再編された地域で移動期日前投票所が巡回した

投票区が再編された地域で投票所までの送迎が行われた

開票の開始時刻が30分早まった
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✍問３「その他」の意見
●仕事してるから会うことが少ない ●「地域の人」とは漠然としているので、答えようがない
●何かあった時には助け合えるようにしたい ●普通に行事に参加
●仕事をしているため会う時間がずれている ●どうでもいい
●近所の方が声をかけてくれるので極力参加する努力はしている。高齢者が多くて何かあれば大変だと思う
●必要と感じるが関わるには地元、非地元の壁を感じる

７ 地域福祉に関するアンケート

問１ 地域の人と関わりはどの程度ですか。（１つ選択）

おおいに関

りがある

56

どちらかといえば

関りがある

132

どちらともいえ

ない 127

どちらかといえば

関りはない

86

ほとんど関り

はない 72

無回答 5

おおいに関りがある

どちらかといえば関りがある

どちらともいえない

どちらかといえば関りはない

ほとんど関りはない

無回答

問２ 地域の人とのつながりに満足していますか。（１つ選択）

相談や助け合うこと

は当然である 110

わずららしいと感じることが

あるが、お互いに助け合える

よう日頃から大切にしている

223

わずらわしいと感じること

が多いので、あまり関わら

ないようにしている

76

付き合いはなくても

困らない 49
その他 11 相談や助け合うことは当然である

わずららしいと感じることがあるが、お互いに助け合えるよう日頃

から大切にしている

わずらわしいと感じることが多いので、あまり関わらないようにし

ている

付き合いはなくても困らない

その他

満足している 66

どちらかといえば

満足している

157

どちらともい

えない 213

どちらかとい

えば満足して

いない 25

満足していない 11 無回答 6

満足している

どちらかといえば満足している

どちらともいえない

どちらかといえば満足していない

満足していない

無回答

問３ 地域の人との付き合いを、どのように考えますか。（１つ選択）

n=478

n=478

n=478
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✍問５「その他」の意見
●早朝は苦手 ●活動が多すぎる事と負担になって仕事にも影響あり
●高齢化による参加者の減 ●特に中高年の女性たちの人の噂や陰口が嫌
●町内会⾧が嫌いだから ●夫や祖父が参加してるから
●集合時間等の見直し ●特定の人だけの関りと感じる、一部の人だけの活動の感じ
●若い方たちの参加がとても少ない ●歩けない
●休日は実家に帰るため、市内にいないことが多い。 ●地域活動を主催する者として設問があわない
●どうでもいい ●地域清掃などは、若い人や新しく住人となった人の参加が無い
●予約制がわずらわしい ●草苅りの道具が無い。草苅りの時間が早過ぎる
●地域の組織が古く、排他的だと感じる ●苦手な人がいる
●休みが潰れるのがつらい時がある ●同年代の方がいない
●世代間での意識の違いの差が大きくなってきている
●数日前の直前に言われる事が多いので日程調節が大変…少なくとも１ヶ月前に知りたい
●年配者が高圧的である。草刈りやゴミ拾いなどに参加する度に「最近の若い者はダメだ。」と言われる
　 参加したくなくなるのも仕方ないと思う

問４ １年以内に地域活動に参加していますか。（１つ選択）

よく参加し

ている 88

ある程度

参加して

いる 139
あまり参加し

ていない 109

参加してい

ない 136

無回答 6

よく参加している

ある程度参加している

あまり参加していない

参加していない

無回答

問５ 地域活動への参加にあたり、課題だと感じることは何ですか。

（あてはまるものをすべて選択）

239

70

123

84

59

57

31

91

29

0 50 100 150 200 250 300

仕事や家事で忙しい

活動についての情報がない

興味や関心の持てる活動がない

健康や体力に自信がない

参加するきっかけがない、声がかからない

近所付き合いをしたくない

経済的な負担が大きい

特に課題はない

その他

n=478
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✍問6「その他」の意見
●スケジュール的に可能なら参加している ●ノウハウがない、不安
●日が浅いのでどうしたらいいかわからない ●地域活動を主催する者として設問があわない
●参加したいが現在健康や体力に自信がない ●今は家族が参加しているので特に参加するつもりはない
●どうでもいい ●仕事子育てで忙しい
●仕事が忙しいので、退職して時間が出来たら ●基本的には参加しているが出る度に何か言われるので本当は参加したくない

✍問７「その他」の意見
●役所がすべき、税金で生活しているのだから ●地域にばかり頼らないでほしい。行政が主導しては?
●生活不安、低年金、税金とりすぎをよくする ●なるべく迷惑をかけたくない
●どうでもいい ●世話人、窓口
●区⾧は高圧的なので意見を聞く気がない。年一回の集会には行政の方にも入っていただきたい

●平等なら参加しますが、一家族から何人も参加するのはちょっと
 　例えば、子ども会、婦人会、地区の班⾧、役員、消防団など全てに当たる場合大変で家の用事が進まない
 　参加しない人はそのまま参加しないのは平等じゃないです

●テーマが抽象的で選択できない「安心」とは何をさすのか?
　 指標がないものに対して、具体的に回答を求めるのは違和感を感じる

問６ 地域活動の案内や参加依頼があった場合の気持ちを教えてください。（１つ選択）

参加したい 33

内容によっては

参加したい

249

当番制なら

参加する 40

参加したく

ない 84

わからない 48

その他

13 参加したい

内容によっては参加したい

当番制なら参加する

参加したくない

わからない

その他

問７ 地域の方々が安心して生活していくため、重要だと思う取組を次の中から選んでください。

（あてはまるものをすべて選択）

235

102

112

62

218

90

11

0 50 100 150 200 250

日常的な隣近所との関係づくり

地域交流での場を増やす

日常の困りごとを地域で共有する

地域のボランティア活動を活性化する

災害時に安全に避難できる仕組みを作る

地域のリーダーを育成する

その他

n=478
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✍問８-１「その他」の意見
●外国人がこれから増えるので防犯の強化 ●世帯の様子が不明なので状況による、援助はしたい
●どうでもいい ●ひとによる
●小さい子供がいるので他の家庭を手伝うようなことは難しいかと思う。そもそも町内会が助け合おうというような雰囲気ではない

✍問８-２「その他」の意見
●外国人がこれから増えるので防犯の強化 ●困っている時に相談に乗ってくれる
●これと言ってない ●困らないと分からない

問８-１ 地域で困っている世帯があった場合、あなたができることは何ですか。

（あてはまるものをすべて選択）

239

132

96

69

57

20

168

157

13

78

6

0 50 100 150 200 250 300

見守りや声掛け

話し相手

日常生活（家事、ごみ出し、除雪）の手伝い

買い物の手伝い

病院への送迎

子どもの預かり、送迎

災害時の非難の声掛け、誘導

安否確認

何もしたくない・何もしてほしくない

わからない

その他

問８-２ あなたが困った場合、手助けしてほしいことはどんなことですか。

（あてはまるものをすべて選択）

113

60

74

38

33

28

159

101

35

94

6

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

見守りや声掛け

話し相手

日常生活（家事、ごみ出し、除雪）の手伝い

買い物の手伝い

病院への送迎

子どもの預かり、送迎

災害時の非難の声掛け、誘導

安否確認

何もしたくない・何もしてほしくない

わからない

その他
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知っており、顔見

知りである

100

知っているが話し

たことはない 46

知らない

211

いない

105

無回答 16

知っており、顔見知りである

知っているが話したことはない

知らない

いない

無回答

相談先がある

271相談先がない

92

相談はしない

（相談する必要

がない） 49

困りごとはない 46 無回答 20

相談先がある

相談先がない

相談はしない（相談する必要がない）

困りごとはない

無回答

ある

222

ない

96

助けを必要とした

ことがない 90

わからない

51

無回答 19

ある

ない

助けを必要としたことがない

わからない

無回答

問９ 地域の人に支えられた（助けられた）と感じたことはありますか。 （１つ選択）

問10 日常生活で困ったときに、家族や親族以外に相談できる人、

または相談できる場所はありますか。（１つ選択）

問11 あなたのご近所に、災害時に自力での避難が困難な方（要支援者）と思われる方がいま

すか。（１つ選択）

n=478

n=478

n=478
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✍問12「その他」の意見
●家族のものに要支援がいるため動けない ●要支援者が必要としているかわからない
●わからない、知らない ●職場に向かわなければならないかもしれない
●歩けないから何もできない ●仕事との関係上無理
●主に会社に居るので状況によっては難しい ●自分自身も放送が聞こえない聞き取れない
●車等で一緒に避難が可能 ●協力体制が構築できているのであれば支援は可能。関係づくりが優先では
●できることをする ●要支援者がどこにいるか分からない
●避難するよう声をかけると思うが、要支援者が歩行可能なのか、車いす生活なのか、寝たきり生活なのか、
　 この文章だけでは状況をイメージ出来ないので答えるのが難しい

感じる 89

どちらかといえば

感じる 132どちらともい

えない 142

どちらか

といえば

感じない

58

感じない 34

無回答 23

感じる

どちらかといえば感じる

どちらともいえない

どちらかといえば感じない

感じない

無回答

避難情報を知らせ

ることは可能 238
避難誘導は可能

144

協力できない

41

その他

21

無回答 34

避難情報を知らせることは可能

避難誘導は可能

協力できない

その他

無回答

問12 災害時に自分や家族の安全が確保できている場合、ご近所の要支援者にどのような支

援が可能ですか。（１つ選択）

問13 災害時に地域の人と支え合う（助け合う）関係や仕組みがあると感じていますか。

（１つ選択）

n=478

n=478
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✍問14「その他」の意見
●支え合いたくない ●相互交流、声掛け、挨拶、おしゃべり
●助かる人と助からない人がいるから自分優先 ●人間関係
●どうでもいい ●日頃の挨拶
●日頃の声がけ ●人格形成
●地域にどのようなスキルや保有資格を持っている人が居るのか等の情報収集や、協力依頼

参加した

82

参加していない

378

無回答 18

参加した

参加していない

無回答

問14 「災害時に近隣の人と支え合う（助け合う）関係づくり」には何が必要だと思いますか。

（あてはまるものをすべて選択）

169

143

101

102

174

68

10

0 50 100 150 200

地域住民で結成する自主防災組織

避難支援が必要な人の情報

地域での定期的な避難訓練

福祉サービス施設や事業者との連携

日頃の地域活動での顔合わせ

わからない

その他

問15 あなたは、１年以内にボランティア活動に参加しましたか。（１つ選択）

n=478
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✍問16「その他」の意見
●可能であるならやるべき

✍問17「その他」の意見
●小さい子どもがいるので動けない ●自分も助けられた事が無いのに、人を助けるのに抵抗が
●後期高齢でボランティアのエネルギーがない ●参加したいが日数たってのことだから仕事の為参加できず
●仕事でいない時もある ●経験が浅いのでどのくらいが満点なのかわからない
●付き合いが苦手 ●平日、仕事の時にしかやらない
●休日に市内にいないことが多い ●気持ち
●どうでもいい ●コーディネーターの情報が欲しい
●普段は久慈に住んでいない

問16 ボランティア活動に参加したきっかけは何ですか。（あてはまるものをすべて選択）

（問15の質問で「１：参加した」と答えた人が対象）
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人の役に立ちたいから

自分たちのために必要な仕事だから

楽しそうだから

余暇を有効に活用したいから

趣味や特技を生かしたいから

人に誘われたから

困っている人や団体に頼まれたから

付き合い上、やむを得ず

その他

問17 ボランティア活動への参加にあたり、問題だと感じることは何ですか。

（あてはまるものをすべて選択）
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参加する時間がない、時間が合わない

活動についての情報がない

趣味や関心がある活動がない

健康や体力に不安がある

経済的な負担が大きい

参加するきっかけがない、方法が分からない

ボランティア活動になじめなそう

その他
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✍問18「その他」の意見
●気軽に参加しやすい雰囲気づくり ●ボランティアより行政サービスを充実させたい
●他人を頼らないこと ●ボランティアのクラブ
●わからない ●生活不安、低年金、貧困なくす
●地域で集まる会を実施する。１回でなく数回 ●仕事上できない
●どうでもいい ●気持ち以外のメリット
●終わったあとに何らかの楽しみ。例えばタオル１本差し上げるとか、ボランティアには見返りはないことは知っていますが

✍問19「その他」の意見
●親の世代にも福祉教育が必要 ●子どもたちの活動が多くの場で養われる様にする
●親にもよる ●教育プログラム、野外、校外活動の充実
●生活不安、低年金、貧困なくす

●ボランティアをボランティアとしてとらえないこと
    活動していることが知らないうちに人のためになってるということや自ら活動したことが人のためになったかということが重要
    活動よりも精神の部分では

問18 ボランティア活動の輪を広げていくために、何が必要だと思いますか。

（あてはまるものをすべて選択）
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活動に関する相談や拠点となる場所

人材を養成するための研修

活動についての情報提供

ボランティアを必要としている人とのマッチング

ボランティアポイントなどのメリット付与

交通費などの実費補助

活動への職場の理解

学校、地域での子供と一緒に行う活動

その他

問19 子どもたちに対する福祉教育（思いやりの心や福祉への理解と参加の心を育てる教育）

をどのように行うべきだとお考えですか。 （あてはまるものをすべて選択）
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家庭の中で親から学ぶ

地域の活動などを通じて学ぶ

学校教育の中で学ぶ

テレビやインタネットなどを通じて学ぶ

生活していく中で自然に身につく

わからない

その他
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✍問20「その他」の意見
●ルールの線引きをしっかりしてほしい ●低年金、低所得、少子化、熊被害などをよくする
●「安心」が何を指しているのがわからない ●行政は責任逃ればかりで使えない。個人でどうにでもなる術を持っている

問20 みんなが住みなれた場所で安心して生活していくための、地域住民の役割をどのように

お考えですか。（１つ選択）

15

59

197

115

3

42

6

41

0 50 100 150 200 250

地域のことは熱心な人たちに任せる

自分たちの生活に関わることだから、できるだけ住民同士で助け合う

住民同士で助け合うが、手の届かない部分は住民が協力する

行政・民間・企業で取り組み、手の届かない部分は住民が協力する

行政に責任があるため、住民はそれほど協力することはない

わからない

その他

無回答

n=478
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20～30年前は地域の草刈り、缶拾い、側溝の掃除に回りの住民が参加し情報の場であったが、今
では私の周りに新しい家がたち若い人達が増えてきた。地域の草刈り等々にも参加しない。話をす
る事もない。段々に挨拶をすることもなくなった。みんなが住み慣れた場所で安全安心して行くた
めには、住民・行政・民間・企業の連携が必要だと考える。年に数回しかない行事に参加してもら
いたいと思う。行政も参加を呼び掛けて欲しいと思う。
私は新しく引っ越して来たのですが、地区の方々とはあまり交流を持ってません。昔からの方々で
固まっています。交流があるのは３軒のみ。そんな中で一番若い私達夫婦が何を伝えるのでしょう
か?
行政職員も地域に関心がないと思う。地域住民に依存しないでほしい。地域住民はできることは、
おおむね住民同士で話し合いながら行っている。行政に相談しても財源がないと断られると話して
いますよ。
ボランティアは、活動に参加する、しないじゃなく、大変そうな人が居たら手伝ってあげる。その
気持ちがあればどんな事もできると思います。
地域の高齢化、核家族社会、地域のつながりの希薄化してきていると感じる。自分ができることは
地域活動に参加しているが、自分も高齢（ますます）となったとき、とてもこの地域で生活してい
くことに不安を覚える。特にも交通の不便さ。自分の都合に合わせて利用できる交通の利便さの向
口に向けて検討をお願いしたい。
これからの年寄りは病院もろくに無いので、自分のことは自分で管理するしかありません。子ども
たち（孫）は久慈市から出て、行きより良い地域に住んで生活の質を高めて生きてもらいたいと思
います。

以前は地域に学校があり、学校を中心としたコミュニティーが形成されてきた。子どもを持つ若い
親から地域の年寄りまでPTA活動の中で交流を深め、それが地域活動にも繋がり、地域の活性化が
図られてきたと感じている。しかし、少子化によって学校が廃校となり世代間の交流、とりわけ若
い世代との接点がほぼ皆無となった。ボランティア含め地域内活動は、数十年間顔ぶれが同じで、
しかも年々高齢化により域活動の参加者も減少傾向にある。
これが現状で、若い世代に地域活動の参加を促しても、そもそも接点もなく希薄な関係の為、この
ままでは地域活動も尻すぼみとなる事は明らかであると考慮する。どうすれば良いのか?名案は無
いが、少なくとも数少ない若い世代がキーパーソンとなる。地域のしがらみや古い風習などの押し
つけをせず、今時の考え方で自分の住む地域の将来像を思い描き、どうすれば自分が住み良い地域
が実現できるか?を考える場を行政主導で作ってみてはどうか?
自分自身の経験上、地域の年配者の小言（説教、教え）を聞くのが嫌で地域活動を避けている人も
多いと思う。賛否あるとは思うが過去の習慣、風習にとらわれず、次世代を担う者の意見を聞き、
願わくば若者が率先して地域作りに取り組めるような環境を作ることが必要ではないかと思ってい
る。行政にはその音頭取りをしてもらいたい。

【自由記載】

みんなが住み慣れた場所で安心して暮らせる地域を作るための意見・要望
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例えばドブ掃除（下水）全くやらないお宅があるんですけど、いちいち本人には言いません。本当
はやって欲しいんですけど、毎年自分一人でも汗かきながら大変な思いをしてやっています。注意
したりするのは簡単ですが、ご近所トラブルに発展しても嫌なので、それも努力ですよね。それも
あってか、ご近所トラブルは無いです。この地区は。お互い不満を言い出せばキリがないので。
本当に助けを必要としている人から救われるように、自分たちで処理できる事物は自分達で解決す
る意識を共有。自分の知らないところで他人のお世話になっている事も有るのだから、自分から進
んで甘えない様に、今のうちにこどもを教育する。
自分の事ばかり考えている人が多い。誰かに頼まれてやっているだろうと思う人が多い。気が付い
ても知らないふりをする。
朝・夕のこどもの見守りを、通学路、各場所にボランティアの人を置いてほしい（年配で働いてな
い方）

地域も高齢化してきて、色々な面で困難になっている。進んで手助けできない現実の中で、声かけ
られたら協力する。
広報に「回収されなかったゴミトホホコーナー」とか「ちっちゃいげどこんなボランティアした
よ」など、市民の声があったら楽しいかも。ペットボトル（大量）の中に発泡スチロールが入って
たり、燃えるゴミの日に資源ごみが出ていたり、当番は区分けをその都度しながら、イラッ、ム
カッとしながらやっていると思います。ゴミの分別をできない人もいるでしょう。はやく簡単に誰
でもゴミ出しができるようにしてほしいです。他県のゴミ収集も情報発信してくれたらいいです。
今は他人との関わりを持ちたくない、隣近所との交流を必要としない考えの人が多いと思うので、
非常に難しい問題だと思います。私の住む地域もほぼ高齢者世帯なので、住み慣れた場所で安心し
て生活する環境は喫緊の問題だし、自分も何年か後どうやって暮らしているのか不安に感じます。
ずっと仕事をしてきて近所の人と普段交流していないので、いざという時だけ頼れない。
自分の身は自分で守る
日頃から地域の人たちと話し合い、かかわって、最後まで地域で暮らしていきたいと思っていま
す。

今、1人になり、生ゴミの袋（小）でも大きすぎる。冷凍には不満がある。市での枝切り機械を貸
し出しがあったら助かる。
1人1人があまりにも無責任だと思います。時代かなあ。
「安心」はどういう意味の安心かちょっと分かりませんが、少子高齢が進み、何をやるにも大変で
ある。
具体的な施策は市としてないんですか?言葉だけで見えない。
地域のことをもっと若い人が協力をしてほしい。
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問19の問題に対して、
結婚を機に久慈に来たのでわからないが、私がいた地域では小学生のときに福祉施設に行っておじ
いちゃんおばあちゃんと交流したり、その方の人生経験を聞くという授業があった。また、その逆
に、地域の元気な高齢者が学校に来て、かるたやけん玉などを教えてくれるという授業があったが
久慈ではないのでしょうか。
定年すぎた元気な高齢者や、やりたい方で小学校近くの交差点や車通りが多いような所の見守り運
動をすれば、こども達と地域の方の交流が増えて、あいさつするという習慣も身につくのではない
か?（私がいた地域では学区ごとのこども会の方が当番でタスキと旗をもって通学時のこどもたち
が事故にあわないようにや不審者などと遭遇しないように見守る活動があった。朝だけでした
が、、、）
問20に関して、
そもそも地域の活動に参加しようとしても、よそ者扱いされることもあり、そういった活動に消極
的になる。また、活動の時間帯が仕事している時間なので、高齢者向けの活動であり、若い人を求
めていないと思うので、行く気がうせる。
70歳すぎると腰が痛いため、シルバー人材に入ったり、ボランティアしたくても30分以上はしゃ
がんでいられない。少しでも役に立ちたいので、70歳すぎても元気な人に機械での草刈りの講習と
かできないんでしょうか?すすんでやりたいですので・・・
自分のことが自分でできること。健康であるために一人一人が生活に気をつけて生きることが大切
だと思います。
市⾧さんが明るくみんなと（ひっぱていく）交流してほしいと思います。
昔のように、住民同士が自主的に関わる機会はほとんどないと考えます（就労の多様化により）。
そのような状況下で、災害時などに助け合うことは当たり前として「日常的に助け合いましょう」
「住民同士で・・・」という自主性に期待するのは無理があると思われます。なんらかの仕掛けが
ないと助け合う環境づくりは、なかなかできていかないのではないでしょうか。その仕掛けを作る
のが市なのかどうかは分かりませんが、支援を必要とする人の存在を知らせるなど、フォーマル、
インフォーマルな支援をつなぐ役割の人が必要と考えます。
私の住む地区は高齢化が進み、その中で地域活動が難しくなっている。
今回のアンケートで少し考えてみたことがたくさん。取り組めることもあるように思えました。外
に出てみようかなと思っています。
住み慣れた場所で歳を重ね、若者が育ち、目配り気配りをしてもらえたら、理想郷。ただし、若者
に頼るのではなく、同年代がお互いに助け合う、地域全体がグループホームであればいい。
リーダー養成と、人材育成。
地域で最近は空き家、一人暮らし等、多くなってきました。自分自身の高齢となり不安は毎日の
事、増々行政や民間に助けてもらうようになると思います。
私たちの地域には若い人が少ないと思う。また人口も少なくなってきていると思う。他地域の人と
話をする機会があるが、活発なところとそうでないところの差があるような気がする。高齢化して
いる地域だと動く人も大変、世話される方も遠慮、住んでる場所で差が出てくると思う。
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市中心部の方は多くの方の手を借りる事ができると思います。市中心部から離れた地域の者は人が
少なく、また高齢者が多く人の手が必要な事が多い。それにもかかわらず、除雪、除草等も中心部
に多くの手がまわり、必要とするところに届いて無いのが現状だと思います。
市⾧就任３期目の終盤を迎えるにあたって、一貫して「こどもたちに誇れる笑顔日本一のまち久
慈」を標榜し11年間に渡って諸施策を展開してきたと思いますが、この間、ハード・ソフトを含む
震災復興事業やコロナ対策の全国的な経済対策に伴う影響などを受け、限られた財源の中で「選択
と集中」の事業実施に敬意を表します。新生「久慈市」以降、様々な災害等に見舞われたとはい
え、活気の失せた今の久慈市にこどもたちに誇れる笑顔を届ける話題が見当たらないのが残念で
す。
遠藤市⾧は、自身が標榜する新たな久慈市をどのようにして、どのような手段をもって切り開こう
としてきたのでしょうか。子どもたちの心からの笑顔を求めるには、身近な場所に親たちの安定し
た仕事ができる生活基盤が絶対に必要であり、素直なこどもたちの笑顔はそれぞれの家庭が築く幸
せの中から生まれ、大人も子どもも一緒に笑顔になれることではないでしょうか。街を出ていく若
者を引き止められるような、夢のある施策が欲しいと思いますが、残念ながら私自身その思いが浮
かばず歯がゆい思いがいたします。
（下につづく）

今、久慈市に求められるものは、喫緊の課題として多くの市民に利益が還元される「経済産業基盤
の強化」にほかにないと思います。
久慈市は久慈広域のリーダーとして圏域を牽引してきたと思っていますが、最近の周辺町村が外に
向かっての情報発信力、若い世代が中心になって地域に人を呼びこむ事業がTVニュースで見る機
会が多々あります。つい、「久慈は話題性に乏しいな。」と考えてしまいます。残念です。
まちづくりは一朝一夕にできるものではないこと、課題山積の中にあって任期中に全てを解決する
ことは困難と承知していますが、いかにその課題に取り組み前進を得るかが大切であり、その成果
を次代の政権に引き継いで行くことが市民に対する礼儀でもあると思います。
久慈市の最高頭脳集団である市職員に対し、頭から抑え込んで指示するばかりでは良い施策は生ま
れません。全国各地に出張してアイディアを得ているのであれば職員に還元し、まちづくりの一助
にしていただきたいと思います。
思いつくまま、書き込んでしまいました。お許しください。

久慈の人達はみなさん温かく優しい町だと感じています。警察の方々や地域ボランティアの方々な
どが進んでパトロールしている姿が印象的で、有難く感じています。一方で地理的な面で弱さが多
いのも久慈の特徴かと思います。川の増水、津波時の一部地域の孤立化のリスク、落石、土砂崩れ
の危険性のある箇所、防災への意識の希薄化、様々考えれば悩みは尽きませんが、安心安全な町づ
くりへの努力は、市民全員で築いていかなければならないと思います。では、何が一人一人にでき
る?と考えた時に、道路や山へのポイ捨てがあるのは残念にいつも思っています。「ごみゼロの
町」も目指したいものです。
若い人達で山形に居を構えると言ってた人たちも、人口が減り学校もなくなりそうだからと、久慈
に家を立てる傾向があり、ますます人口減少に拍車をかけるという寂しい現実です。

65ページ



高齢化が進み、自分達みたいに老人世帯が日を追うごとに多くなってきている。日常生活での助け
合いなど、今後増々地域内での助け合い活動が必要となってくる。特に冬期の除排雪は一番の問題
だと感じるので、市で実施している道路の除雪などについても地域にやさしい、老人にやさしい除
雪を心がけてほしい（現在は各戸家の前を除排雪した後に、また置いていくといった様な状況で
す。１日何回も家の前の置いて行かれた雪を取り除くのは高齢者からすれば非常に大変です）。
SNSやインターネットの活用と、地域の住民連携強化
今のご時世と、なんでも省略化することが善としてきた結果でもあるので何とも言えない。
警察の民事不介入の改善
必要なものが足りていないと感じる。痒いところに手が届いていない。目先の利益よりも本当に必
要なもの。新しいものよりも先達の知恵。今の久慈市がある功績や築き積み上げてきたものを見直
すと、唯一無二の魅力と存在意義が確立するのではないか。なくてはならい自治体にするために行
政・民間・住民の三位一体で課題解決に取り組むべきである。
ゴミ屋敷や育児放棄が疑われる家庭への介入。（うまく支援が届いているところもありますが）

危機的状況だと思います。
自由に生活ができたらよいのではないか、、
好きなことも仕事に無れば嫌になってくることが多くなるように、地域でそれなりにやってきた中
で、充実した暮しを求めていろいろと制度やルールが生み出され、それに囲まれそもそも暮しにく
い。しかも、今の御時世において、そのルールやコミュニティが自分の利益に感じにくい。普通に
考えて繋がりが薄くなるのは当然至極。世帯分離ならぬ地域分離は嫌でも進む。少子化だって、強
制的かつ偶発的に子作りを行う環境ができない限り増えない。保育料免除、給食費免除は子育てに
は多少効果があると思うが、人口減少には一切寄与しない。安心して暮らせる環境を作る作り手が
減っていく。安心して暮らせる環境に頼る人が増えていく。思い切って何かを変えないと、やがて
この街には住めなくなるでしょう。
人間関係で難しいこともあるが、差別や不満を解消していったら優しくなっていくのでは。
町内会についてもっと行政の方にも関わって欲しい。
充実した医療体制、他市町村とのアクセスの良さ(ライフライン)、自然災害に強いまちづくり
(ハード面)が絶対に必要です。これがなされなければ久慈市に残る人も残らないと思います。
近所にどのような人が住んでいるのか把握することや普段からの交流があると、単身の高齢者の方
などは安心できると思う。
地域活動に参加する人が増えるとよいと思う。
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〇付録 市民満足度アンケート用紙 



 

 

 

 ご自身のことについて、それぞれの項目に当てはまるものを１つ選んで回答欄に番
号を書いてください。（アンケート記入時点の状況でご回答ください。） 
 

  回答欄 

問１ お住まい 
１:久慈地区   ２:小久慈地区   ３:⾧内地区    
４:大川目地区  ５:夏井地区    ６:侍浜地区   
７:宇部地区   ８:山根地区    ９:山形地区 

 

問２ 性別 １:男  ２:女  ３:その他  ４:回答しない 
 

問３ 年齢 

１:20～24歳  ２:25～29歳  ３: 30～34歳 
４:35～39歳  ５:40～44歳  ６: 45～49歳 
７:50～54歳  ８:55～59歳  ９: 60～64歳 
10:65～69歳  11:70～74歳  12: 75歳以上 

 

問４ 職業 

 
自

営 

１:農業  ２:林業  ３:漁業   
４:建設業 ５:製造業 ６:卸･小売業、飲食業 
７:その他サービス業 

 

 

勤

務 

８:農業  ９:林業  10:漁業      
11:建設業 12:製造業 13:卸･小売業、飲食業 
14:その他サービス業(公務員含む) 

そ
の
他 

15:学生  16:主婦・主夫（専業） 
17:主婦・主夫（パート等） 
18:無職  19:その他（       ） 

問５  
久慈市に住んで何年
になりますか。 

１:１年未満      ２:１年～５年未満   
３:５年～10年未満  ４:10年～20年未満   
５:20年以上 

 

問６  
家族構成を教えてく
ださい。 

１:一人（単身）    ２:一世代（夫婦のみ） 
３:二世代同居（親と子、祖父母と孫など） 
４:三世代同居（親と子と孫など）   
５:四世代同居（親と子と孫とひ孫など） 
６:その他（                 ） 

 

１ あなたご自身について教えてください 



 

 

 

問７ P4～P6に記載している、１～35までの主な施策、事業・取り組みに対する
「重要度」「満足度」について、当てはまる番号を記入してください。 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
重 要 度 記入する番号  満 足 度 記入する番号 

重 要 ５  満 足 ５ 
やや重要 ４  やや満足 ４ 

どちらでもない ３  どちらでもない ３ 
あまり重要ではない ２  やや不満 ２ 

重要ではない １  不 満 １ 
 

主な施策名 主な事業・取り組み 重要度 満足度 

  
 
 
 

5 2 

1 く じ の 魅 力 発 信 
・「琥珀」「恐竜」など久慈市の魅力発信 
・道の駅「いわて北三陸」による観光集客 
・教育旅行、体験型観光、観光情報発信 

  

2 日本一の地域づくり 
・地域づくり活動支援（研修会、ワークショップ、コミュニ
ティ振興事業、地域おこし協力隊、集落支援員） 

  

3 安 心 ・安 全 のまち 
・防災・災害情報の共有（防災無線、メールマガジン） 
・自助共助による防災力向上（自主防災組織支援、 
防災資機材整備補助、避難訓練、防災士育成） 

  

4 み ん な に 愛 さ れ る
マ イ バ ス ・ マ イ レ ー ル 

・公共交通（路線バス運行、三鉄運営補助） 
・利用促進イベントの開催 

  

5 安心できる医療福
祉のまち 

・心と体の健康維持支援（各種健診・検診、自殺対策） 
・高齢者見守り（災害時要援護者支援、緊急通報体制支援） 
・感染症対策（各種予防接種、結核健診） 

  

6 出
で

愛
あ

いと地元愛の 

育み 

・結婚支援（結婚サポートセンター登録補助） 
・親子が過ごしやすい環境の充実（親子の遊び場の
提供、子育て応援アプリ、相談教室・講演会開催） 

  

２ 暮らしの実感について教えてください   

指標① 重要度 指標② 満足度 

市民の皆さまの要望に対し、十分な行政サ

ービスを提供できているか、足りていない

のか判断するための指標です。 

数ある市の行政事務の中で、より優先的に

取り組む必要のある事業を把握するため

に、市民の皆さまが「重要だ」と考える事

業や取り組みを知るための指標です。 

記載例 



 

7 魅力ある仕事起し 
・キャリア教育の推進（学生向け企業説明会・職場体験）  
・採用支援体制の構築（研修会・個別フォローアップ） 
・起業者支援体制の構築 

  

8 情報公開の推進 
・情報公開（オープンデータ） 
・広聴活動（市政懇談会、市⾧への手紙） 
・広報活動（広報くじ発行、HP更新・SNS発信） 

  

9 市民との協働の推進 
・新たな行政運営の検討（公民連携手法の導入） 
・施設の有効利用（公共施設の維持、統廃合） 
・NPO・ボランティア団体との協働 

  

10 交流・連携と 
移住・定住の促進 

・国際交流（中高生海外派遣） 
・移住定住促進（空き家バンク、地域おこし協力隊） 
・久慈広域、他自治体との交流・連携 

  

11 社会福祉の充実 
・福祉コミュニティの充実（災害時要援護者支援、 
町内会・事業所の見守り体制の支援） 

・生活保護、生活困窮者自立支援 
  

12 高齢者福祉の充実 

・地域包括ケアシステム（高齢者総合相談窓口、 
認知症総合支援、いきいき百歳体操） 

・介護サービスの充実 
・生きがいづくり（ふれあいサロン、イベント開催） 

  

13 障がい者福祉の充実 
・手当や補装具、生活用具給付、福祉タクシー助成 
・社会参加への支援（障がい者就労支援） 
・支援体制の充実（成年後見制度の相談） 

  

14 地域医療の充実 
・医療機関の充実（休日当番医、周産期・小児の 
医療体制の確保、医師・看護師育成） 

・医療機関連携 
  

15 保健活動の充実 
・次世代からの健康づくり（乳幼児・３歳児健診） 
・歯と口腔の健康づくり（歯科検診） 
・食育の推進 

  

16 自然景観の保全 ・
創造と活用 

・環境整備（平庭高原の白樺林再生） 
・自然学習・体験（みちのく潮風トレイル、三陸ジオパーク）  

  

17 環境対策の推進 
・環境保全（不法投棄対策、地域清掃活動） 
・ごみの減量化・資源化（３R） 
・衛生施設の整備（し尿処理場、ごみ処理場） 

  

18 市民生活の充実 
・生活相談（無料法律相談、行政・人権相談） 
・消費者保護・教育（出前講座・講習会） 
・交通安全対策、防犯啓発活動 

  

19 エネルギー対策の推
進 

・再生可能エネルギーの導入促進（住宅用太陽光 
発電設置支援、再エネ発電所の誘致） 

・地球温暖化対策推進 
・脱炭素先行地域推進 

  

20 防災体制の充実 
・浸水対策（雨水排水ポンプ場、河川改良） 
・災害に強い地域づくり（ハザードマップ、避難誘導整備） 
・消防体制の充実（消防団確保、消防車両配備） 

  

21 道路整備の促進 
・広域幹線道路の整備・活用（国・県への要望活動） 
・道路、橋梁等の整備、維持補修 
・除雪 

  



 

22 港湾整備の促進 
・港湾機能強化（岩手県への要望活動） 
・港湾防波堤の整備促進（国への要望活動） 
・港湾利用促進（利用貨物拡大、客船誘致活動） 

  

23 街並み環境整備の
促進 

・空き家対策 
・市営住宅の維持管理 
・公園・緑地の維持管理、利用促進 

  

24 生 活 環 境 基 盤 
整備の促進 

・水道施設の整備、維持管理 
・汚水処理施設の整備・維持管理 
・水洗化、浄化槽設置助成 

  

25 情報通信環境の充実 
・携帯電話不感地域の解消 
・通信設備の維持管理 
・SNSを活用した情報発信 

  

26 子育て支援の充実 

・子育て環境充実（ワンストップ相談窓口、医療費助成）  
・幼児期の教育・保育環境の充実（延⾧保育、一時
預かり、病児保育） 

・保育施設、学童保育所の整備 

  

27 学校教育の充実 

・総合的な教育（総合学習、文化・体育、情報教
育、国際理解教育） 

・特別支援教育（支援員配置、不登校対策） 
・学校環境の充実（スクールバス、就学援助、給食） 
・学校施設整備（維持補修、久慈湊小学校建設） 

  

28 生 涯 学 習 の充 実 

・生涯学習機会の充実（各種講座、放課後子ども教
室、市民センター事業） 

・芸術文化活動（アンバーホール、おらほーる） 
・図書館の運営 
・歴史文化継承（歴史民俗資料室、郷土芸能祭） 

  

29 生涯スポーツの振興 
・生涯スポーツ推進（各種スポーツ教室･大会） 
・体育施設の有効活用、維持管理） 
・柔道のまちづくりの推進（各種大会、教室） 

  

30 男女共同参画社会
の推進 

・市民意識の醸成 
（出前講座、広報啓発、男女共同サポーター養成） 

  

31 農 業 の 振 興 

・担い手の育成・確保（生産施設等への補助） 
・基幹作目等の振興（種苗購入補助、有休ハウス活用）  
・地産地消の推進 
・農村環境整備（ほ場、農道、用水路等） 

  

32 林 業 の 振 興 
・林業基盤整備（市有林の間伐、林道整備、森林
経営管理制度、木質バイオマス活用推進） 

・木炭、原木しいたけの生産振興 
  

33 水 産 業 の振 興 

・つくり育てる漁業の推進（アワビ・ウニ・淡水魚放流等
補助） 

・担い手の育成・確保 
・漁業環境整備（漁港漁場、集落環境） 

  

34 商工業等の振興 

・中心市街地活性化（やませ土風館・YOMUNOSU
運営、出店補助、空き店舗対策） 

・雇用機会の創出（企業誘致・雇用支援奨励金） 
・働きやすい職場環境づくり（企業研修会・個別支援） 

  

35 観 光 の 振 興 

・お祭り、イベント開催 
・映画・ドラマ等のロケ地を活用した観光振興 
・観光資源の紹介・宣伝 
・観光施設・周遊観光の整備 

  

  



 

問８ ４P～６Pに記載している、１～35の施策のうち、 
久慈市の取り組みとして、今後特に力を入れてほしいと思う施策について、
３つ選択し、その番号（1～35）を記入してください。 

 
 
 
 

上記１～35の施策のほかに、久慈市として取り組むべきこと、また、必要だと思
われることがございましたら、自由に記入してください。 

      

 

 

 

回答欄 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

政策に関する質問は以上になります。 
次頁からは、以下の課題・活動についてのアンケートになります。 
（所要時間 約10分） 
 
（１） 男女共同参加に関するアンケート        全２問 
（２） 公共交通に関するアンケート         全３問 
（３） 運動スポーツの実施状況に関するアンケート 約８問 
（４） 参議院議員通常選挙に関するアンケート   約８問 
（５） 地域福祉に関するアンケート        約20問 
 
引き続きご協力をよろしくお願いします。 

 

 

  



 

 

【各設問の✓欄に✓を記入してください】 
 
問１ ＬＧＢＴ・ＬＧＢＴＱＩＡ＋という言葉の意味を知っていますか。 

（１つ選択） 
 
 
 
 
 

 
問２ 久慈市パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度（令和６年４月制定）

を知っていますか。（１つ選択） 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
【各設問の✓欄に✓を記入してください】 
 

問１ 久慈市地域公共交通計画（令和６年３月策定）を知っていますか。 
（１つ選択） 

 
 
 
 

 
問２ Googleマップ上でバスの経路・時間を検索できることを知っていますか。 

（１つ選択） 
 
 
 
 

 ✓欄 

１:知っている  

２:聞いたことがある  

３:知らない  

 ✓欄 

１:知っている  

２:聞いたことがある  

３:知らない  

 ✓欄 

１:知っている  

２:知らない  

 ✓欄 

１:知っている  

２:知らない  

３ 男女共同参画に関するアンケート 

４ 公共交通に関するアンケート 



 

問３ 今後、久慈市内の公共交通を見直すとなった場合、どのような見直し内容
であれば受け入れられると思いますか。（あてはまるものをすべて選択） 

 

 

  

 ✓欄 

１:バスの時刻表がなく、時間を指定することができるが、 
事前に予約する必要がある  

２:１日に運行する便数が増加するが、運行する曜日が少なくなる  

３:毎日運行しているが、市民バスの１日に運行する便数が少なく
なる  

４:サービスが向上する（本数増加・経路の延伸など）が、 
利用するときの運賃が増える  

５:わからない  

６:その他（                       ）  



 

 
 
【各設問の✓欄に✓を記入してください】 
 

問１ １日の平均運動時間（歩行を含む軽く汗をかく程度以上の運動）のうち、
当てはまるものを選んでください。（１つ選択） 

 
 

問2 この1年間に、運動・スポーツ（30分軽く汗をかく程度以上）を実施した日
数を合わせると、何日くらいになりますか。（１つ選択） 

 
 

問３ この1年間に、運動・スポーツを実施した最も大きな理由はどれですか。 
（１つ選択） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 ✓欄  ✓欄 

１:120分～  ６:15分～29分  

２:90分～119分  ７:10分～14分  

３:60分～89分  ８:～10分  

４:40分～59分  ９:実施していない  

５:30分～39分   
  

 ✓欄  ✓欄 

１:週に５日以上（年251日以上）  ５:月に１～４日（年12～50日以上）  

２:週に３日以上（年151～250日以上）  ６:３カ月に１～２日（4～11日）  

３:週に２日以上（年101～150日以上）  ７:年に１～３日  

４:週に１日以上（年51～100日以上）  ８:実施していない  

 ✓欄 

１:健康、体力増進・維持、筋力増進・維持のため  

２:楽しみ・気晴らしとして  

３:運動不足を感じるから   

４:精神の修養や訓練のため  

５:自己の記録や能力を向上させるため  

６:家族のふれあい、友人・仲間との交流として  

７:美容、肥満解消、ダイエットのため  

５ 運動スポーツの実施状況に関するアンケート 



 

問４ この１年間に、運動・スポーツを実施した場所はどこですか。 
実施した回数が１番多いもの選んでください。（１つ選択） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

問５ この１年間に、運動・スポーツをどのような形で実施しましたか。 
実施した回数が１番多いもの選んでください。（１つ選択） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 ✓欄 

１:公共体育・スポーツ施設  

２:学校体育施設  

３:民間商業インドア施設（フィットネスクラブ、ジムなど）  

４:民間商業アウトドア施設（レジャープール、スキー場、ゴルフ場など）  

５:自宅または自宅敷地内  

６:職場または職場敷地内  

７:公園  

８:公民館  

９:空地  

10:道路  

11:山岳・森林・海・湖・川などの自然環境  

 ✓欄 

１:職場のクラブや同好会に所属して  

２:学校のクラブや同好会に所属して  

３:概ね同じ県内の人が加入しているクラブや同好会に所属して  

４:概ね同じ市町村内の人が加入しているクラブや同好会に所属して  

５:公共施設で行われているスポーツや体力作り教室で  

６:フィットネスクラブなど民間の会員制スポーツクラブで  

７:個人で自由に  

８:地域の友人と自由に  

９:職場の友人と自由に  

10:地域のイベントで  

11:職場のイベントで  

12:家族と  



 

問６ この１年間に、運動・スポーツをどの時間帯に実施しましたか。平日、休
日それぞれ回数が一番多い時間帯を選んでください。 

（平日・休日１つずつ選択） 

 
 

問７ 新型コロナ感染症によるスポーツ活動や施設利用の制限がなくなった現在、 
コロナ禍前と比較して、運動・スポーツをする回数（日数）は変化しまし 
たか。（１つ選択） 

 
 

問８ 運動・スポーツの回数（日数）が減少した理由は何ですか。（１つ選択） 
（問７の質問で「１:コロナ禍前より減少した」と答えた人が対象） 

 
 
 
 
 
 
 

  

【平日】 ✓欄 【休日】 ✓欄 

１:早朝（５時～９時）  １:早朝（５時～９時）  

２:午前中（９時～12時）  ２:午前中（９時～12時）  

３:昼間（12時～15時）  ３:昼間（12時～15時）  

４:夕方（15時～18時）  ４:夕方（15時～18時）  

５:夜間（18時～21時）  ５:夜間（18時～21時）  

６:深夜（21時～５時）  ６:深夜（21時～５時）  

 ✓欄 

１:コロナ禍前より減少した  

２:コロナ禍前と同様に実施  

３:コロナ禍前より多くなった  

４:その他（               ）  

 ✓欄 

１:コロナを機にやめた  

２:コロナとは関係なくスポーツ習慣をやめた（年齢・体力など）  

３:所属するスポーツ団体の活動が停滞したままだから  

４:コロナ禍前と同様に運動、スポーツに取り組みたいがキッカケがない  

５:その他（               ）  

⇒問８に進む 

⇒参議院議員通
常選挙に関す
るアンケート
に進む 

⇒ 

⇒ 



 

 
 
【各設問の✓欄に✓を記入してください】 
 

問１ 今回の「参議院議員通常選挙」で投票しましたか。（１つ選択） 
※投票には期日前投票も含まれます 

 
 

問２ どの方法で投票しましたか。（１つ選択） 
（問１の質問で「１:投票した」と答えた人が対象） 

 
 
 
 
 
 
 

 
問３ 投票に行った理由に近いものはどれですか。（１つ選択） 

（問１の質問で「１:投票した」と答えた人が対象） 
 

 
 
 
 
 
 

  

 ✓欄 

１:投票した  

２:投票しない  

 ✓欄 

１:投票所で投票した  

２:期日前投票をした  

３:病院等で投票をした   

４:他市町村で不在者投票をした  

５:その他（            ）  

 ✓欄 

１:国民の権利だから  

２:応援している候補者がいるから  

３:今の政治を改めたいから   

４:組織・知人・家族などに頼まれたから  

５:その他（                           ）  

⇒問２に進む 

⇒問６に進む 

６ 参議院議員通常選挙に関するアンケート 



 

問4  投票はどなたと行きましたか。（１つ選択） 
（問１の質問で「１:投票した」と答えた人が対象） 

 
 
問５ 同伴した家族に、18歳未満の子どもはいましたか。（１つ選択） 

（問４の質問で「３:家族と投票した」と答えた人が対象） 

 
問６ 投票しなかった理由について、近いものはどれですか。 

（１つ選択） 
（問１の質問で「２:投票しない」と答えた人が対象） 

 

  

 ✓欄 

１:ひとりで投票した  

２:友人と投票した  

３:家族と投票した  

４:その他（            ）  

 ✓欄 

１:いる  

２:いない  

 ✓欄 

１:投票の仕方が分からないから  

２:選挙が行われていることや投票日を知らなかったから  

３:投票所の雰囲気や設備が悪いから   

４:投票日に仕事や用事があったから  

５:選挙や政治に関心がないから  

６:投票したい候補者がいなかったから  

７:当選者が予想できたから  

８:投票所が変わって不便になったから  

⇒問８に進む 

⇒問８に進む 

⇒問５に進む 

⇒問８に進む 
⇒問８に進む 

⇒問８に進む 



 

問７ 前回の参議院議員通常選挙（令和４年７月10日）での久慈市の投票率は、
県内最下位の46.82％でしたが、次の取組の中で、あなたが投票したくな
る工夫を選んでください。（３つまで選択） 
（問１の質問で「２:投票しない」と答えた人が対象） 

 
問８ 今回の「参議院議員通常選挙」（令和７年７月20日）から投票時間などの

見直しを行いましたが、見直した次の項目のうち、知らなかったものを選
んでください。（あてはまるものをすべて選択） 

 

  

 ✓欄 

１:啓発活動の強化  

２:商業施設や集客施設への期日前投票所の増設  

３:集落などを巡回する移動期日前投票所の実施   

４:投票所への交通支援  

５:投票すると景品や割引券などのサービスが受けられる  

６:支持できる政党や候補者の立候補  

７:政党や候補者の公約などの情報の充実  

８:投票所の雰囲気を変える（具体的な方法           ）  

９:工夫がされても投票したいと思わない  

10:その他（                          ）  

 ✓欄 

１:投票所が閉まる時刻が１時間早い午後６時になった  

２:一部の地域で投票区が再編され投票所が変わった  

３:山形総合センター期日前投票所の開設期間が短くなった   

４:投票区が再編された地域で移動期日前投票所が巡回した  

５:投票区が再編された地域で投票所までの送迎が行われた  

６:開票の開始時刻が30分早まった  



 

 

【各設問の✓欄に✓を記入してください】 
 
 地域とあなたの関わり 
 

問１ 地域の人と関わりはどの程度ですか。（１つ選択） 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

問２ 地域の人とのつながりに満足していますか。（１つ選択） 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

問３ 地域の人との付き合いを、どのように考えますか。（１つ選択） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 ✓欄 

１:おおいに関わりがある  

２:どちらかといえば関わりがある  

３:どちらともいえない   

４:どちらかといえば関わりはない   

５:ほとんど関わりはない  

 ✓欄 

１:満足している  

２:どちらかといえば満足している  

３:どちらともいえない   

４:どちらかといえば満足していない  

５:満足していない  

 ✓欄 

１:相談や助け合うことは当然である  

２:わずらわしいと感じることがあるが、 
  お互いに助け合えるよう日頃から大切にしている  

３:わずらわしいと感じることが多いので、 
  あまり関わらないようにしている  

４:付き合いはなくても困らない  

５:その他（                   ）  

７ 地域福祉に関するアンケート 



 

問4  １年以内に地域活動に参加していますか。（１つ選択） 
 
 
 
 
 
 

 
 

問5  地域活動への参加にあたり、課題だと感じることは何ですか。 
（あてはまるものをすべて選択） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
問６ 地域活動の案内や参加依頼があった場合の気持ちを教えてください。 

（１つ選択） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 ✓欄 

１:よく参加している  

２:ある程度参加している  

３:あまり参加していない  

４:参加していない  

 ✓欄 

１:仕事や家事で忙しい  

２:活動についての情報がない  

３:興味や関心のもてる活動がない  

４:健康や体力に自信がない  

５:参加するきっかけがない、声がかからない  

６:近所付き合いをしたくない  

７:経済的な負担が大きい  

８:特に課題はない  

９:その他（                    ）  

 ✓欄 

１:参加したい  

２:内容によっては参加したい  

３:当番制なら参加する  

４:参加したくない  

５:わからない  

６:その他（                    ）  



 

問７ 地域の方々が安心して生活していくため、重要だと思う取組を次の中から
選んでください。（あてはまるものをすべて選択） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
地域の支えあい 

 

問８ 地域で困っている世帯があった場合、あなたができることは何ですか。 
また、あなたが困った場合、手助けしてほしいことはどんなことですか。 
（あてはまるものすべて選択） 

 

  

 ✓欄 

１:日常的な隣近所との関係づくり  

２:地域交流の場を増やす  

３:日常の困りごとを地域で共有する  

４:地域のボランティア活動を活性化する  

５:災害時に安全に避難できる仕組みをつくる  

６:地域のリーダーを育成する   

７:その他（                    ）  

 ✓欄 ✓欄 

 あなたが 
できること 

あなたが 
してほしいこと 

１:見守りや声かけ   

２:話し相手   

３:日常生活（家事、ごみ出し、除雪）の手伝い   

４:買い物の手伝い   

５:病院への送迎   

６:子どもの預かり、送迎   

７:災害時の避難の声かけ、誘導   

８:安否確認   

９:何もしたくない・何もしてほしくない   

10:わからない   

11:その他（                    ）   



 

問9 地域の人に支えられた（助けられた）と感じたことはありますか。 
（１つ選択） 

 
 
 
 
 
 

 
問10 日常生活で困ったときに、家族や親族以外に相談できる人、 

または相談できる場所はありますか。（１つ選択） 
     ※友人や知人、隣近所、民生委員、社会福祉協議会、市役所、地域包括支援センター、 

子ども家庭センター、医療機関、福祉サービス事業者、ボランティアやNPOなど 
 
 
 
 
 
 

 
問11 あなたのご近所に、災害時に自力での避難が困難な方（要支援者）と思わ

れる方がいますか。（１つ選択） 
 
 
 
 
 
 

 
問12 災害時に自分や家族の安全が確保できている場合、ご近所の要支援者にど

のような支援が可能ですか。（１つ選択） 
 
 
 
 
 
 

  

 ✓欄 

１:ある  

２:ない  

３:助けを必要としたことがない  

４:わからない  

 ✓欄 

１:相談先がある  

２:相談先がない  

３:相談はしない（相談する必要がない）  

４:困りごとはない  

 ✓欄 

１:知っており、顔見知りである  

２:知っているが話したことはない  

３:知らない  

４:いない  

 ✓欄 

１:避難情報を知らせることは可能  

２:避難誘導は可能  

３:協力できない  

４:その他（                      ）  



 

問13 災害時に地域の人と支え合う（助け合う）関係や仕組みがあると感じてい
ますか。（１つ選択） 

 
 
 
 
 
 
 

問14 「災害時に近隣の人と支え合う（助け合う）関係づくり」には何が必要だ
と思いますか。（あてはまるものをすべて選択） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 ボランティア活動 

 
問15 あなたは、１年以内にボランティア活動に参加しましたか。（１つ選択） 

 

  

 ✓欄 

１:感じる  

２:どちらかといえば感じる  

３:どちらともいえない  

４:どちらかといえば感じない  

５:感じない  

 ✓欄 

１:地域住民で結成する自主防災組織  

２:避難支援が必要な人の情報（状況や地図等）  

３:地域での定期的な避難訓練  

４:福祉サービス施設や事業者との連携  

５:日頃の地域活動での顔合わせ  

６:わからない  

７:その他（                   ）  

 ✓欄 

１:参加した  

２:参加していない  

⇒問16に進む 

⇒問17に進む 



 

問16 ボランティア活動に参加したきっかけは何ですか。 
（あてはまるものをすべて選択） 
（問15の質問で「１:参加した」と答えた人が対象） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
問17 ボランティア活動への参加にあたり、問題だと感じることは何ですか。 

（あてはまるものをすべて選択） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

  

 ✓欄 

１:人の役に立ちたいから  

２:自分たちのために必要な活動だから  

３:楽しそうだから  

４:余暇を有効に活用したいから  

５:趣味や特技を活かしたいから  

６:人に誘われたから  

７:困っている人や団体に頼まれたから  

８:付き合い上、やむを得ず  

９:その他（                    ）  

 ✓欄 

１:参加する時間がない、時間が合わない  

２:活動についての情報がない  

３:趣味や関心がある活動がない  

４:健康や体力に不安がある  

５:経済的な負担が大きい  

６:参加するきっかけがない、方法がわからない  

７:ボランティア活動になじめなそう  

８:その他（                    ）  



 

問18 ボランティア活動の輪を広げていくために、何が必要だと思いますか。 
（あてはまるものをすべて選択） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 地域福祉のあり方 
 

問19 子どもたちに対する福祉教育（思いやりの心や福祉への理解と参加の心を 
育てる教育）をどのように行うべきだとお考えですか。 

（あてはまるものをすべて選択） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 ✓欄 

１:活動に関する相談や拠点となる場所  

２:人材を養成するための研修  

３:活動についての情報提供  

４:ボランティアを必要としている人とのマッチング  

５:ボランティアポイントなどのメリット付与  

６:交通費などの実費補助  

７:活動への職場の理解  

８:学校、地域での子どもと一緒に行う活動  

９:その他（                    ）  

 ✓欄 

１:家庭の中で親から学ぶ  

２:地域の活動などを通じて学ぶ  

３:学校教育の中で学ぶ  

４:テレビやインターネットなどを通じて学ぶ  

５:生活していく中で自然に身につく  

６:わからない  

７:その他（                    ）  



 

問20 みんなが住みなれた場所で安心して生活していくための、地域住民の役割 
をどのようにお考えですか。（１つ選択） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
自由記載 

みんなが住み慣れた場所で安心して暮らせる地域をつくるためのご意見や 
ご要望がありましたら、ご記入ください。 

 

 ✓欄 

１:地域のことは熱心な人たちに任せる  

２:自分たちの生活に関わることだから、できるだけ住民 
  同士で助け合う  

３:住民同士で助け合うが、手の届かない部分は行政・民 
  間・企業と協力する  

４:行政・民間・企業で取り組み、手の届かない部分は 
  住民が協力する  

５:行政に責任があるため、住民はそれほど協力すること 
  はない  

６:わからない  

７:その他（                    ）  
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